
古代
に
お
け
る
里
と
村
－
史
料
整
理
と
分
析
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
川
南

≧
③
ば
「
一
Φ
一
〇
●
＋
O
「
吟
字
Φ
ω
言
ユ
〈
O
↓
ミ
§
①
3
ユ
曽
8
一
コ
〉
コ
O
一
Φ
ヨ
」
O
唱
0
コ

は
じ
め
に
0
正史
・
律
令
行
政
文
書
に
お
け
る
「
村
」
記
載

②

正史
・
律
令
行
政
文
書
以
外
の
史
料
に
お
け
る
「
村
」
記
載

③

史
料
別
検
討
結果
の
整
理

④

辺
境
の

地と
「
村
」

⑤

膀
示
札
「

深
見
村
口
郷
」

⑥
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

［論
文
要
旨
］

　
古
代
日
本
に
お
け
る
地
方
行
政
機
構
の
末
端
に
位
置
す
る
「
里
」
と
「
村
」
と
の
関
係
は
、
極
め
　
　
　
　
よ
う
。
次
に
史
料
別
に
整
理
し
た
「
村
」
の
表
記
に
共
通
す
る
も
の
が
見
い
出
せ
れ
ば
、
そ
れ
を

て

重
要
な
テ
ー
マ
で
、
膨
大
な
研
究
蓄
積
が
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
明
確
に
さ
れ
て
い
　
　
　
　
「
村
」
の
特
質
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
史
料
の
な
か
に
は
、
そ
の
特
質
に
も
と
つ
い
て
幅
広

な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
活
用
し
た
「
村
」
表
記
と
理
解
で
き
る
も
の
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　そ
の
原
因
は
、
お
そ
ら
く
「
里
」
と
「
村
」
の
時
期
的
変
遷
と
史
料
別
検
討
を
整
理
す
る
作
業
が
　
　
　
　
　
以
上
の
視
点
に
基
づ
き
、
史
料
整
理
と
分
析
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
導
き
出
し
た
。

あ
ま
り
な
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
村
」
表
記
の
特
質
は
地
点
・
領
域
表
示
で
あ
り
、
こ
の
特
質
を
利
用
し
て
国
－
郡
－
里
と
い
う

　時
期
的
変
遷
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
ま
ず
村
が
各
地
域
に
成
立
し
、
そ
の
村
の
ま
と
ま
り
を
基
礎
と
　
　
　
　
律
令
行
政
機
構
を
補
完
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
新
た
な
行
政
区
画
単
位
と
し
て
「
村
」

し
つ
つ
、
各
戸
を
五
十
戸
に
編
成
し
、
行
政
単
位
と
し
て
「
里
」
が
作
ら
れ
た
。
こ
こ
に
「
里
」
と
　
　
　
　
の
機
能
を
活
用
・
昇
華
し
た
の
が
、
遷
都
地
・
離
宮
地
の
「
村
」
、
辺
境
の
地
に
お
け
る
大
規
模
な

「村
」
が
併
存
す
る
状
況
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
状
況
が
、
史
料
ご
と
に
多
様
に
記
載
さ
れ
、
「
里
」
と
　
　
　
　
「
村
」
、
そ
し
て
最
古
の
お
触
れ
書
き
で
あ
る
石
川
県
加
茂
遺
跡
出
土
の
膀
示
札
に
み
え
る
「
深
見
村
」

「村
」
の
関
係
が
不
鮮
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
例
で
は
な
い
か
。

　そ
こ
で
、
古
代
の
文
献
史
料
の
中
で
地
名
を
表
示
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
「
村
」
と
表
　
　
　
　
　
近
年
、
各
地
の
出
土
文
字
資
料
に
み
え
る
地
域
名
は
、
お
そ
ら
く
「
村
」
に
深
く
関
連
す
る
と
想

記さ
れ
て
い
る
か
、
史
料
別
に
整
理
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
正
史
・
律
令
行
政
文
書
と
律
令
行
政
　
　
　
　
定
さ
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
を
有
力
な
手
が
か
り
に
、
史
料
的
に
大
き
く
制
約
さ

文書
以
外
の
史
料
に
大
別
し
て
み
る
な
ら
ば
、
「
村
」
は
後
者
の
方
が
よ
り
多
用
さ
れ
て
い
た
と
い
え
　
　
　
　
れ
て
い
る
「
村
」
の
結
合
の
あ
り
方
や
編
成
原
理
の
解
明
を
試
み
た
い
。

4
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は
じ
め
に

　
二
〇
〇
〇
年
九
月
、
石
川
県
津
幡
町
加
茂
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
加
賀
郡
膀
示
札
は
、

「朝
は
寅
時
（
午
前
四
時
ご
ろ
）
に
農
作
業
に
で
か
け
、
夜
は
戌
時
（
午
後
八
時
ご
ろ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に

家
に
帰
る
こ
と
」
で
始
ま
り
、
村
人
の
生
活
の
心
得
八
力
条
が
記
さ
れ
て
い
た
。

　
郡
か

ら
の
下
達
文
書
（
「
郡
符
」
）
の
宛
所
は
、
「
深
見
村
口
郷
」
と
あ
る
。
「
深
見

村
」
が
「
口
郷
」
の
上
位
に
表
記
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
改
め
て
律
令
国
家
に
お
け

る
里
（
「
郷
」
も
含
め
て
、
以
下
小
稿
で
は
「
里
」
と
の
み
表
記
す
る
）
と
村
の
関
係

を
問
い
直
す
こ
と
の
必
要
性
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
地
方
行
政
機
構

の

末
端
に
位
置
す
る
「
里
」
と
「
村
」
と
の
関
係
、
「
村
」
そ
の
も
の
の
本
質
が
、
こ

の

膀
示
札
と
い
う
新
た
な
資
料
の
出
現
に
よ
っ
て
改
め
て
問
い
直
さ
れ
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

　
申
す
ま
で
も
な
く
、
「
里
」
と
「
村
」
は
戦
後
の
日
本
古
代
史
研
究
の
最
重
要
テ
ー

マ

の

一
つ

と
し
て
、
膨
大
な
研
究
蓄
積
が
あ
る
。
そ
の
研
究
史
整
理
と
し
て
、
最
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

適
切

な
も
の
は
、
吉
岡
眞
之
氏
「
郡
と
里
と
村
」
（
『
日
本
村
落
史
講
座
』
所
収
）
が

あ
げ
ら
れ
る
。

　
本
論
を
展
開
す
る
基
調
と
も
い
う
べ
き
氏
の
指
摘
し
た
主
要
な
点
は
、
簡
略
に
記

せ
ぱ
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
五
十

戸
一
里
制
と
い
う
行
政
村
落
制
度
と
「
村
」
を
同
一
レ
ベ
ル
に
置
い
て
論
じ

た

り
、
無
媒
介
に
里
が
「
村
」
を
ど
の
よ
う
に
編
成
し
た
か
を
論
じ
る
こ
と
に
は
問

題
が
あ
る
か
と
す
る
。

　

そ
し
て
、
地
方
行
政
機
構
の
末
端
に
位
置
す
る
里
と
は
別
に
「
村
」
が
存
在
し
た

こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
今
後
の
村
の
研
究
は
、
「
村
」
と
里
と
の
関
係
お
よ
び
「
村
」
の

性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
と
く
に
「
村
」
の
結
合
の
あ
り
方
や
編
成
原
理
を
考

察
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
里
と
村
の
関
係
が
明
確
に
さ
れ
な
か
っ
た
最
大
の
要
因
は
、
ま
ず
資

（史
）
料
の
属
性
い
わ
ば
里
と
村
に
関
す
る
記
載
に
つ
い
て
資
（
史
）
料
そ
の
も
の
の

性
格
を
問
う
こ
と
な
く
、
一
律
に
論
じ
た
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ぎ
に
想

定
さ
れ
る
要
因
と
し
て
は
、
里
と
村
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の
本
来
的
特
質
と
展
開
・

活

用
の
状
況
を
歴
史
的
変
遷
の
な
か
で
と
ら
え
て
み
る
試
み
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　
本
論
で
は
、
こ
の
二
点
ー
”
史
料
軸
と
時
間
軸
”
ー
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
古
代

に

お
け
る
里
と
村
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

　
鬼
頭
清
明
氏
は
、
八
世
紀
代
の
史
料
を
中
心
に
「
村
」
に
関
す
る
文
献
史
料
を
抄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

録

し
、
そ
れ
ら
の
史
料
を
分
析
し
て
「
村
」
の
属
性
を
次
の
よ
う
に
抽
出
し
た
。

　
①
「
村
」
は
、
人
間
の
現
実
の
居
住
区
で
あ
る
。

　
②
「
村
」
は
、
土
地
の
所
在
を
示
す
場
合
に
も
使
用
さ
れ
る
。

　
③
　
　
「
村
」
は
「
村
長
」
「
村
刀
祢
」
な
ど
を
中
心
に
村
独
自
の
身
分
秩
序
を
形
成

　
　
し
て
い
た
集
団
で
あ
る
。

　
④

「村
」
は
宗
教
活
動
の
一
単
位
と
し
て
機
能
す
る
場
合
が
あ
る
。

　
⑤
「
村
」
は
公
の
租
税
賦
課
に
関
連
し
て
み
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
、
公
的
支
配

　
　
と
関
連
が
あ
る
。

　
⑥

「
村
」
と
い
う
用
語
は
編
戸
と
の
か
か
わ
り
で
は
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

　
⑦
　
　
「
村
」
は
僻
地
で
未
編
戸
の
ま
ま
の
人
々
の
居
住
区
と
考
え
ら
れ
る
場
合
が

　
　
あ
る
。

　

し
か
し
、
上
記
の
よ
う
な
7
項
目
に
わ
た
る
「
村
」
の
属
性
は
個
別
に
摘
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
鬼
頭
氏
は
村
に
関
す
る
文
献
史
料
を
史
料
ご
と
に
内
容
分

析

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
古
代
の
里
と
村
の
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

史
料
ご
と
に
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以

下
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
史
料
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
鬼
頭
清
明
氏
「
郷
・

村
・
集
落
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
二
二
集
）
の
な
か
に
収
め
ら

れ
た

「
「
村
」
関
係
史
料
抄
」
に
よ
る
。
た
だ
、
そ
の
史
料
抄
に
つ
い
て
引
用
箇
所
・

引
用
文
な
ど
を
一
部
訂
正
お
よ
び
未
収
載
史
料
を
追
加
し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
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き
た
い
。
史
料
番
号
は
本
稿
で
新
た
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

0
正
史
・
律
令
行
政
文
書
に
お
け
る
「
村
」
記
載

　

a
　
続
日
本
紀
～
三
代
実
録

　
〈
村
か
ら
建
郡
〉

　
　
史
料
1
　
『
続
日
本
紀
』
和
銅
二
（
七
〇
九
）
年
十
月
庚
寅
条

　
　
備
後
国
葦
田
郡
甲
努
村
。
相
去
郡
家
。
山
谷
阻
遠
。
百
姓
往
還
。
煩
費
太
多
。

　
　
伍
割
品
遅
郡
三
里
。
隷
葦
田
郡
。
建
郡
於
甲
努
村
。

　
　
『
和
名
抄
』
元
和
古
活
字
本

　
　
　
備
後
國
第
百
十
五

　
　
　
品
治
郡

　
　
　
　
騨
家
　
品
治
　
狩
道
　
佐
我
　
石
茂

　
　
　
　
神
田
　
服
織

　
　
　
葦
田
郡

　
　

　
　
佐
味
廣
難
　
葦
浦
　
都
禰
葦
田

　
　
　
　
騨
家

　
　
　
甲
奴
郡

　
　
　
　
矢
野
　
甲
奴
　
田
総

　
葦

田
郡
甲
努
村
は
郡
家
か
ら
隔
絶
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
ま
ず
品
遅
郡
の

三
里

を
葦
田
郡
に
移
管
し
、
そ
の
う
え
で
葦
田
郡
か
ら
甲
努
村
を
分
離
し
て
甲
努
郡

を
建
て
た
の
で
あ
る
。

　

〈村
か
ら
建
郡
〉

　
　
史
料
2
　
『
続
日
本
紀
』
霊
亀
元
（
七
一
五
）
年
十
月
丁
丑
条

　
　
陸
奥
蝦
夷
第
三
等
邑
良
志
別
君
宇
蘇
弥
奈
等
言
。
親
族
死
亡
子
孫
数
人
。
常
恐

　
　
被
秋
徒
抄
略
乎
。
請
於
香
河
村
。
造
建
郡
家
。
為
編
戸
民
。
永
保
安
堵
。
又
蝦

　
　
夷
頂
賀
君
古
麻
比
留
等
言
。
先
祖
以
来
。
貢
献
昆
布
。
常
採
此
地
。
年
時
不
閲
。

　
　
今
国
府
郭
下
。
相
去
道
遠
。
往
還
累
旬
。
甚
多
辛
苦
。
請
於
閉
村
。
便
建
郡
家
。

　
　
同
百
姓
。
共
率
親
族
。
永
不
闘
貢
。
並
許
之
。

　
八
世
紀
前
半
の
陸
奥
国
の
北
部
に
お
い
て
、
服
属
し
た
蝦
夷
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、

一
つ

は
国
家
に
従
わ
な
い
蝦
夷
の
攻
撃
を
恐
れ
て
香
河
村
に
郡
家
を
、
も
う
一
つ
は

昆
布
を
貢
献
し
て
い
た
閉
村
が
国
府
か
ら
遠
い
こ
と
を
理
由
に
郡
家
を
そ
れ
ぞ
れ
建

て

る
こ
と
を
願
い
許
さ
れ
て
い
る
。

　

〈
二
点
間
地
点
表
示
〉

　
　
史
料
3
　
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
二
（
七
六
八
）
年
八
月
庚
申
条

　
　
下
総

国
言
。
天
平
宝
字
二
年
。
本
道
問
民
苦
使
正
六
位
下
藤
原
朝
臣
浄
弁
等
具

　
　
注
応
掘
防
毛
野
川
之
状
申
官
。
聴
許
已
詑
。
其
後
已
経
七
年
。
得
常
陸
国
移
日
。

　
　
今
被
官
符
。
方
欲
掘
川
。
尋
其
水
道
。
当
決
神
社
。
加
以
百
姓
宅
所
損
不
少
。

　
　
是
以
具
状
申
官
。
宜
莫
掘
者
。
此
頻
年
洪
水
。
損
決
日
益
。
若
不
早
掘
防
。
恐

　
　
渠

川
崩
埋
。
一
郡
口
分
二
千
余
田
。
長
為
荒
廃
。
於
是
仰
両
国
掘
。
自
下
総
国

　
　
結
城
郡
少
塩
郷
少
嶋
村
。
達
干
常
陸
国
新
治
郡
川
曲
（
田
）
郷
受
津
村
一
千
余
丈
。

　
　
其
両
国
郡
堺
。
亦
以
旧
川
為
定
。
不
得
随
水
移
改
。

　
　
是
に
両
国
に
仰
せ
て
掘
ら
し
む
。
下
総
国
結
城
郡
少
塩
郷
少
嶋
村
よ
り
常
陸
国

　
　
新
治
郡
川
曲
（
田
）
郷
受
津
村
に
達
る
ま
で
一
千
飴
丈
な
り
。
そ
の
両
国
の
郡
堺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
も
亦
旧
川
を
以
て
定
と
す
。
水
に
随
ひ
て
移
し
改
む
る
こ
と
得
ず
。

　
河
道
の

改
修
は
、
下
総
国
結
城
郡
少
塩
郷
少
嶋
村
か
ら
常
陸
国
新
治
郡
川
曲
（
田
）

郷
受
津
村
に

い

た

る
一
千
余
丈
に
わ
た
っ
た
。
某
地
点
か
ら
某
地
点
ま
で
の
距
離
を

示
す
時
は
、
ま
ず
○
○
国
○
○
郡
○
○
郷
と
律
令
行
政
区
画
で
表
記
し
た
う
え
で
、

A
～
B
地
点
と
い
う
表
示
に
は
「
少
嶋
村
」
「
受
津
村
」
と
明
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た

の

で
あ
る
。

　

〈住
居
地
表
示
〉

　
　
史
料
4
　
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
三
（
七
七
二
）
年
四
月
庚
午
条

　
　
正
四
位
下
近
衛
員
外
中
将
兼
安
芸
守
勲
二
等
坂
上
大
忌
寸
苅
田
麻
呂
等
言
。
以
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桧
前
忌

寸
。
任
大
和
国
高
市
郡
司
元
由
者
。
先
祖
阿
智
使
主
。
軽
嶋
豊
明
宮
駁

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
宇
天
皇
御
世
。
率
十
七
県
人
夫
帰
化
。
詔
賜
高
市
郡
桧
前
村
而
居
焉
。
（
下
略
）

　
渡
来
人
が
列
島
内
の
あ
る
地
に
居
を
か
ま
え
た
場
合
に
、
「
○
○
村
に
居
す
」
と
表

記
す

る
。
そ
し
て
そ
の
村
名
を
ウ
ジ
名
と
す
る
の
で
あ
る
。
大
和
国
高
市
郡
桧
前
村

に

居

し
た
こ
と
か
ら
、
桧
前
忌
寸
と
い
う
ウ
ジ
名
を
冠
し
た
。

　

〈
住
居
地
表
示
〉

　
　
史
料

5
　
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
五
（
七
七
四
）
年
十
月
己
巳
条

　
　
散
位
従
四
位
下
国
中
連
公
麻
呂
卒
。
本
是
百
済
国
人
也
。
其
祖
父
徳
率
国
骨
富
。

　
　
近
江
朝
庭
歳
次
癸
亥
。
属
本
蕃
喪
乱
帰
化
。
天
平
年
中
。
聖
武
皇
帝
発
弘
願
。

　
　
造
盧
舎
那
銅
像
。
其
長
五
丈
。
当
時
鋳
工
無
敢
加
手
者
。
公
麻
呂
頗
有
巧
思
。

　
　
寛
成
其
功
。
以
労
遂
授
四
位
。
官
至
造
東
大
寺
次
官
兼
但
馬
員
外
介
。
宝
字
二

　
　
年
。
以
居
大
和
国
葛
下
郡
国
中
村
。
因
地
命
氏
焉
。

　
前
の

例
と
全
く
同
じ
。
造
東
大
寺
次
官
の
国
中
連
公
麻
呂
は
、
も
と
百
済
国
人
で

あ
り
、
列
島
に
渡
来
し
、
大
和
国
葛
下
郡
国
中
村
に
居
し
た
こ
と
か
ら
、
国
中
連
と

称
し
た
の
で
あ
る
。

　

〈
住
居
地
表
示
〉

　
　
史
料
6
　
『
続
日
本
紀
』
延
暦
十
（
七
九
一
）
年
十
二
月
丙
申
条

　
　
讃
岐
国
寒
川
郡
人
外
従
五
位
下
佐
婆
部
首
牛
養
等
言
。
牛
養
等
先
祖
出
自
紀
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ぷ
　

　
　
鳥
宿
祢
。
田
鳥
宿
祢
之
孫
米
多
臣
。
難
波
高
津
宮
御
宇
天
皇
御
世
。
従
周
芳
国

　
　
遷
讃
岐
国
。
然
後
。
遂
為
佐
婆
部
首
。
今
牛
養
幸
籍
時
来
。
獲
免
負
担
。
雲
雨

　
　
之
施
。
更
無
所
望
。
但
在
官
命
氏
。
因
土
賜
姓
。
行
諸
往
古
。
伝
之
来
今
。
其

　
　
牛
養
等
居
処
在
寒
川
郡
岡
田
村
。
臣
望
賜
岡
田
臣
之
姓
。
於
是
。
牛
養
等
戸
二

　
　
十
姻
依
請
賜
之
。

　
讃
岐
国
寒
川
郡
佐
婆
部
首
牛
養
等
は
、
寒
川
郡
岡
田
村
に
居
し
た
。

　
〈
到
来
地
点
表
示
〉

　
　
史
料
7
　
『
三
代
実
録
』
貞
観
十
四
（
八
七
二
）
年
五
月
十
五
日
（
甲
申
）
条

　
　
勅
遣
従
五
位
上
守
右
近
衛
少
将
藤
原
朝
臣
山
陰
。
到
山
城
国
宇
治
郡
山
科
村
。

　
　
郊
迎
労
渤
海
客
。
領
客
使
大
春
日
朝
臣
安
守
等
。
与
郊
労
使
。
共
引
渤
海
国
入

　
　
観
大
使
政
堂
省
左
允
正
四
品
慰
軍
上
鎮
将
軍
賜
紫
金
魚
袋
楊
成
規
。
副
使
右
猛

　
　
貴
衛
少
将
正
五
品
賜
紫
金
魚
袋
李
興
晟
等
廿
人
入
京
。
安
置
鴻
膿
館
。

　
渤
海
客
を
迎
え
る
た
あ
の
遣
使
が
到
着
し
た
地
点
を
「
山
城
国
宇
治
郡
山
科
村
」

と
表
記
し
た
。

　

〈到
来
地
点
表
示
〉

　
　
史
料
8
　
『
三
代
実
録
』
貞
観
五
（
八
六
三
）
年
十
一
月
十
七
日
（
丙
午
）
条

　
　
先

是
。
丹
後
国
言
。
細
羅
国
人
五
十
四
人
来
着
竹
野
郡
松
原
村
。
問
其
来
由
。

　
　
言
語
不
通
。
文
書
無
解
。
其
長
頭
尿
鳥
舎
漢
書
答
云
。
新
羅
東
方
別
嶋
。
細
羅

　
　
国
人
也
。
自
外
更
無
詞
。
」
因
幡
国
言
。
新
羅
国
人
五
十
七
人
。
来
着
荒
坂
浜
頭
。

　
　
略
似
商
人
。
是
日
。
勅
給
程
根
。
放
却
本
蕃
。

　
細
羅
国
（
新
羅
東
方
別
島
）
人
が
来
着
し
た
地
点
を
丹
後
国
竹
野
郡
松
原
村
と
記

し
て
い
る
。
同
じ
く
新
羅
国
人
が
来
着
し
た
地
点
は
「
荒
坂
浜
」
と
具
体
的
な
浜
名

で
示
し
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

　

〈
住
居
地
表
示
〉

　
　
史
料
9
　
『
三
代
実
録
』
貞
観
九
（
八
六
七
）
年
十
一
月
十
日
（
乙
巳
）
条

　
　
下
知
摂
津
。
和
泉
。
山
陽
。
南
海
道
等
諸
国
日
。
如
聞
。
近
来
伊
予
国
宮
崎
村
。

　
　
海
賊
群
居
。
掠
奪
尤
切
。
公
私
海
行
。
為
之
隔
絶
。
凡
可
捕
件
賊
之
状
。
頻
繁

　
　
仰
下
。
督
促
患
勲
。
（
下
略
）

　
海
賊
が
群
居
す
る
所
と
し
て
、
「
伊
予
国
宮
崎
村
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

〈国
・
郡
境
地
点
表
示
〉

　
　
史
料
10

　
『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
六
（
七
九
七
）
年
三
月
戊
子
条

　
　
先
是
甲
斐
相
模
二
国
相
争
国
堺
、
遣
使
定
甲
斐
国
都
留
郡
口
留
村
東
辺
砥
沢
為

　
　
両
国
堺
。
以
西
為
甲
斐
国
地
、
以
東
為
相
模
国
地
、

　
甲
斐
国
と
相
模
国
の
国
境
を
め
ぐ
る
争
い
は
、
甲
斐
国
都
留
郡
口
留
村
東
辺
砥
沢

を
堺
と
し
て
、
以
西
を
甲
斐
国
地
、
以
東
を
相
模
国
地
と
定
め
た
。
こ
こ
で
も
、
両

　
　
　
　
　
　
　
が
　

国
の
国
境
は
、
「
口
留
村
」
と
い
う
村
名
で
表
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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〈国
・
郡
境
地
点
表
示
〉

　
　
史
料
1
1
　
『
三
代
実
録
』
元
慶
三
（
八
七
九
）
年
九
月
四
日
（
辛
卯
）
条

　
　
令
美
濃
信
濃
国
。
以
県
坂
上
峯
為
国
堺
。
県
坂
山
峯
。
在
美
濃
国
恵
奈
郡
与
信

　
　
濃

国
筑
摩
郡
之
間
。
両
国
古
来
相
争
境
堺
。
未
有
所
決
。
貞
観
中
勅
遣
左
馬
権

　
　
少
允
従
六
位
上
藤
原
朝
臣
正
範
。
刑
部
少
録
従
七
位
上
靱
負
直
継
雄
等
。
与
両

　
　
国
司
。
臨
地
相
定
。
正
範
等
槍
旧
記
云
。
吉
蘇
小
吉
蘇
両
村
。
是
恵
奈
郡
絵
上

　
　
郷
之
地
也
。
和
銅
六
年
七
月
以
美
濃
信
濃
両
国
之
堺
。
経
路
険
隆
。
往
還
甚
難
。

　
　
伍
通
吉
蘇
路
。
七
年
閏
二
月
賜
美
濃
守
従
四
位
下
笠
朝
臣
麿
封
邑
七
十
戸
。
田

　
　
六
町
。
少
豫
正
七
位
下
門
部
連
御
立
。
大
目
従
八
位
上
山
口
忌
寸
兄
人
。
各
進

　
　
位
階
。
以
通
吉
蘇
路
也
。
（
下
略
）

　
元
慶
三
年
の
時
点
、
美
濃
と
信
濃
両
国
の
堺
は
、
美
濃
国
恵
奈
郡
と
信
濃
国
筑
摩

郡
の

間
の
県
坂
上
峯
と
し
た
。
旧
記
に
よ
る
と
、
両
国
の
国
堺
に
あ
た
る
恵
那
郡
絵

上
郷
の
地
の
吉
蘇
村
・
小
吉
蘇
村
に
和
銅
六
年
吉
蘇
路
を
開
通
さ
せ
て
い
る
。

　

〈
土
地
表
示
〉

　
　
史
料
12

　
『
三
代
実
録
』
元
慶
四
（
八
八
〇
）
年
十
月
二
十
日
（
庚
子
）
条

　
　
勅
大
和
国
十
市
郡
百
済
川
辺
田
一
町
七
段
百
六
十
歩
。
高
市
郡
夜
部
村
田
十
町

　
　
七
段
二
百
五
十
歩
。
返
入
大
安
寺
。
先
是
彼
寺
三
綱
申
牒
僻
。
昔
日
。
聖
徳
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
静
明
〕

　
　
子
創
建
平
群
郡
熊
凝
道
場
。
飛
鳥
岡
本
天
皇
遷
建
十
市
郡
百
済
川
辺
。
施
入
封

　
　
三
百
戸
。
号
日
百
済
大
寺
。
子
部
大
神
在
寺
近
側
。
含
怨
屡
焼
堂
塔
。
天
武
天

　
　
皇
遷
立
高
市
郡
夜
部
村
。
号
日
高
市
大
官
寺
。
施
入
封
七
百
戸
。
和
銅
元
年
遷

　
　
都
平
城
。
聖
武
天
皇
降
　
詔
。
預
律
師
道
慈
。
令
遷
造
平
城
。
号
大
安
寺
。
今

　
　
槍
両
処
旧
地
。
水
湿
之
地
。
収
為
公
田
。
高
燥
之
処
。
百
姓
居
住
。
請
依
実
返

　
　
入
。
為
寺
家
田
。
従
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
安
寺
に
施
入
さ
れ
た
田
十
町
七
段
二
百
五
十
歩
の
所
在
地
を
「
高
市
郡
夜
部
村
」

と
記
す
。

　

〈
土
地
表
示
〉

　
　
史
料
13

　
『
三
代
実
録
』
仁
和
三
（
八
八
七
）
年
五
月
十
六
日
（
己
丑
）
条

　
　
是

日
。
勅
以
山
城
国
愛
宕
郡
鳥
部
郷
捺
原
村
地
五
町
賜
施
薬
院
。
其
四
至
。
東

　
　
限
徳
仙
寺
。
西
限
谷
井
公
田
。
南
限
内
蔵
寮
支
子
園
井
谷
。
北
限
山
陵
井
公
田
。

　
　
（
下
略
）

　
施
薬
院
に
賜
入
さ
れ
た
土
地
五
町
の
所
在
地
を
「
山
城
国
愛
宕
郡
鳥
部
郷
捺
原
村
」

と
表
記
し
、
さ
ら
に
そ
の
四
至
、
東
は
徳
仙
寺
、
西
は
谷
井
公
田
、
南
は
内
蔵
寮
支

子
園
井
谷
、
北
は
山
陵
井
公
田
と
明
確
に
そ
の
地
点
と
範
囲
を
記
す
。

　

〈到
来
地
点
表
示
〉

　
　
史
料
1
4
　
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
二
（
七
四
〇
）
年
十
月
壬
午
条

　
　
是

日
。
到
山
辺
郡
竹
籍
村
堀
越
頓
宿
。

　

「
竹
籍
村
」
は
『
和
名
抄
』
山
辺
郡
都
介
郷
の
地
か
。
岩
波
書
店
『
続
日
本
紀
二
』

の

補
注
13

ー
四
一
に
は
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
　
堀
越
頓
宿
の
頓
宿
と
頓
宮
・
行
宮
と
の
別
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
あ
る
い
は

　
　
頓
に

（仮

り
に
）
宿
す
と
訓
む
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
現
在
の
山
辺
郡
都
祁
村

　
　
大
字
甲
岡
字
西
畑
出
土
の
神
亀
六
年
小
治
田
安
万
侶
墓
誌
に
既
に
「
大
倭
国
山

　
　
辺
郡
都
家
郷
郡
里
」
即
ち
郷
と
あ
る
の
に
、
本
条
で
「
竹
難
村
」
即
ち
村
と
記

　
　
し
て
い
る
の
は
山
谷
の
間
の
僻
地
と
み
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
「
郡
里
」

　
　
と
い
う
里
名
（
出
土
地
の
甲
岡
の
甲
）
は
山
辺
郡
の
郡
家
の
存
在
を
窺
わ
せ
る
。

　
し
か
し
「
竹
籍
村
」
は
到
来
地
点
を
明
示
す
る
た
め
の
村
名
表
記
と
理
解
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　

〈離
宮
造
営
の
地
表
示
〉

　
　
史
料
15

　
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
四
（
七
四
二
）
年
八
月
癸
未
条

　
　
詔
日
。
朕
将
行
幸
近
江
国
甲
賀
郡
紫
香
楽
村
。
即
以
造
宮
卿
正
四
位
下
智
努
王
。

　
　
輔
外
従
五
位
下
高
岡
連
河
内
等
四
人
。
為
造
離
宮
司
。

　
近
江

国
甲
賀
郡
紫
香
楽
村
の
地
に
行
幸
し
、
こ
の
時
に
造
離
宮
司
が
任
命
さ
れ
て

い

る
。
天
平
十
五
年
十
二
月
に
紫
香
楽
宮
造
営
の
た
め
に
恭
仁
宮
の
造
作
が
停
止
さ

れ
、
十
七
年
正
月
に
は
「
遷
二
新
京
こ
と
み
え
る
。

　

〈遷
都
地
の
表
示
〉
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史
料
16

　
『
日
本
紀
略
』
前
篇
十
三
　
延
暦
三
（
七
八
四
）
年
五
月
丙
戌
条

　
　
遣
下
二
中
納
言
藤
原
小
黒
麿
等
於
山
背
國
一
相
乙
訓
郡
長
岡
村
之
地
い
爲
レ
遷
レ
都

　
　
也
。

　
　
史
料
17

　
『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
（
七
八
五
）
年
五
月
癸
丑
条

　
　
其
山
背
国
者
。
皇
都
初
建
既
為
賛
下
。
慶
賞
所
被
。
合
殊
常
倫
。
今
年
田
租
。

　
　
特
宜
全
免
。
又
長
岡
村
百
姓
家
入
大
宮
処
者
。
一
同
京
戸
之
例
。

　
延
暦
三
年
、
桓
武
天
皇
の
命
を
う
け
、
藤
原
小
黒
麻
呂
ら
が
新
京
の
地
と
定
め
た

の

が

「
山
背
国
乙
訓
郡
長
岡
村
」
で
あ
る
。
「
長
岡
村
」
は
、
の
ち
に
長
岡
宮
・
京
が

置
か
れ

る
地
で
あ
り
、
翌
四
年
五
月
に
は
、
長
岡
村
の
百
姓
で
大
宮
処
に
家
が
入
る

者

は
京
戸
と
同
じ
に
扱
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

〔参
　
考
〕

　
　
史
料
1
8
　
『
日
本
書
紀
』
敏
達
天
皇
十
二
（
五
八
三
）
年
是
歳
条

　
　
敏
達
朝
に
、
任
那
復
興
の
た
め
、
火
葦
北
国
造
の
子
が
日
羅
を
百
済
よ
り
召
喚

　
　
す
る
が
、
日
羅
は
殺
害
さ
れ
、
そ
の
妻
子
を
「
石
川
百
済
村
」
に
、
水
手
等
を

　
　
「
石
川
大
伴
村
」
に
そ
れ
ぞ
れ
居
い
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
百
済
村
　
　
『
和
名
抄
』
河
内
国
錦
部
郡
百
済
郷
〕

　
　
史
料
1
9
　
『
日
本
書
紀
』
崇
峻
天
皇
即
位
前
紀

　
　
物
部
守
屋
大
連
の
資
人
捕
鳥
部
萬
、
萬
は
名
な
り
。
一
百
人
を
将
て
、
難
波
の
宅
を

　
　
守
る
。
而
し
て
大
連
滅
び
ぬ
と
聞
き
て
、
馬
に
騎
り
て
夜
逃
げ
て
、
茅
淳
縣
の

　
　
有
真
香
邑
に
向
く
。

〔
茅
淳
県
は
天
皇
直
轄
の
地
。
有
真
香
邑
は
『
延
喜
式
』
（
神
名
）
の
和
泉
郡
条
に
み
え
る
阿
理
莫
神
社
の
所
在
地
と
さ
れ
て
い
る
。
（
四
晶
か
計
躰
『
碩
凌
醇
猷
系
）
〕

　
　
史
料
2
0
　
『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
元
（
六
七
二
）
年
七
月
条

　
　
壬
申
の
乱
の
状
況
記
述
の
な
か
に
、
地
域
名
記
載
が
頻
出
す
る
（
抜
粋
）
。

　
　
○
男
依
等
瀬
田
に
到
る
。
　
　
　
　
　
〔
『
和
名
抄
』
近
江
国
栗
太
郡
勢
多
郷
〕

　

〇
三
百
の
軍
士
を
率
て
、
龍
田
に
距
か
し
む
。

　
　
○
復
、
佐
味
君
少
麻
呂
を
遣
し
て
、
数
百
人
を
率
て
、
大
坂
に
屯
ま
し
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
『
和
名
抄
』
大
和
国
葛
上
郡
大
坂
郷
〕

　
　
○
是
の
日
に
、
坂
本
臣
財
等
、
平
石
野
に
次
れ
り
。

　

『
日
本
書
紀
』
の
う
ち
推
古
朝
以
降
の
記
事
で
は
、
地
点
表
記
「
瀬
田
」
「
龍
田
」

「大
坂
」
「
平
石
野
」
な
ど
は
「
○
○
村
」
と
は
記
さ
な
い
。

　

b
　
木
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　

史
料
21

　
平
城
宮
　
東
三
坊
大
路
東
側
溝
S
D
六
五
〇
出
土
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
被
盗
力
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
爪
力
〕

肇
口
口
口
告
知
加
盤
竃
屋
轄
本
胡
罐
鴇
昇
［
］

　
　

聞
給
人
益
坐
必
々
可
告
給
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
五
憂
式

　

『
和
名
抄
』
大
和
国
山
辺
郡
長
屋
郷
が
み
え
る
。
「
山
辺
郡
長
屋
井
門
村
」
は
、
お

そ
ら
く
「
山
辺
郡
長
屋
（
郷
）
井
門
村
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
盗
ま
れ
た
牛
の
探
索

結
果
の
報
告
先
と
し
て
「
長
屋
井
門
村
」
と
場
所
を
郡
里
よ
り
も
限
定
し
明
記
し
た

の

で

は
な
い
か
。
さ
き
に
あ
げ
た
史
料
3
の
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
二
年
八
月
庚

申
条
の
「
下
総
国
結
城
郡
少
塩
郷
少
嶋
村
」
の
よ
う
な
表
記
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
史
料
2
2
　
藤
原
宮
　
東
面
大
垣
外
濠
S
D
一
七
〇
出
土
。

　
　
「
紀
伊
国
海
部
郡
口
里
木
本
村
海
部
宇
手
調
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
三
九
型
式

　

『
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
材
帳
』
に
よ
れ
ば
、

　

「
合
墾
田
地
玖
栢
参
拾
武
町

　
　
　
在
紀
伊
国
海
部
郡
木
本
郷
値
漆
拾
町
」

と
あ
る
が
、
『
和
名
抄
』
に
は
、
海
部
郡
に
は
「
木
本
郷
」
は
み
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
史
料
2
3
　
平
城
宮
　
東
張
り
出
し
部
西
辺
S
K
三
二
六
五
土
坑
出
土
。

「
但
馬
国
養
父
郡
老
左
郷
赤
米
五
斗
酬
鰭
誘
砧
月
」
鍵
莚
・
父
・

　

「
老
左
郷
」
は
『
和
名
抄
』
養
父
郡
「
遠
佐
郷
」
に
相
当
す
る
。
「
村
長
」
は
「
郷

長
」
と
同
一
人
物
か
。
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（
8
）

　
　
史

料
2
4
　
平
城
宮
　
二
条
大
路
北
側
溝
S
D
一
二
五
〇
出
土
。

　
　
・
「
備
中
国
手
田
郡
大
飯
郷
新
口
里
庸
米
」

　
　
・
「
四
斗
五
升
田
中
里
一
斗
五
升
右
二
村
一
俵
」
　
　
　
　
　
　
仁
一
　
訪
塾
鵡
三
、
六

　

「
手

田
郡
大
飯
郷
」
は
『
和
名
抄
』
に
は
「
哲
多
郡
大
飯
郷
」
と
み
え
る
。
「
新
口

里
」
四
斗
五
升
と
「
田
中
里
」
一
斗
五
升
を
二
里
合
成
す
る
と
六
斗
1
1
一
俵
と
な
る
。

そ
の
場
合
、
「
新
口
里
」
「
田
中
里
」
を
「
右
二
村
」
と
表
記
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

史
料
2
3
と
同
様
に
、
「
村
」
を
基
盤
と
し
て
、
「
里
」
が
設
定
さ
れ
た
状
況
を
よ
く
伝

え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
茄

石
。
ヘ

．

②
正
史
・
律
令
行
政
文
書
以
外
の
史
料
に
お
け
る
「
村
」
記
載

　
a
　
風
土
記
　
〔
日
本
古
典
文
学
大
系
〈
岩
波
書
店
〉
以
下
、
読
み
下
し
文
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
〕

　
イ
、
常
陸
国
風
土
記

　

『
常
陸
国
風
土
記
』
の
「
村
」
記
載
の
特
徴
に
つ
い
て
、
行
方
郡
条
を
例
と
し
て

分
析
し
て
み
た
い
。

　
　
○
郡
よ
り
西
北
の
か
た
に
提
賀
の
里
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
『和
名
抄
』
提
賀
郷
〕

　
　
　
「
．

　
＼’
ト
、
ー

き　　
ζ
～

　
下

←
』

太 亨

〆i㌔

⊥

　　図1　常陸国風土記〔地名推定地〕
（『日本古典文学大系　風土記』岩波書店より）
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史
料
2
5

0
此

（提
賀
里
）

禰
砒

古
と
い
ふ
。

駅
と
謂
ふ
。

よ
り
北
に
、
曽
尼
の
村
あ
り
。
古
、
佐
伯
あ
り
き
、
名
を
疏

名
を
取
り
て
村
に
着
く
。
今
、
駅
家
を
置
く
。
此
を
曽
尼
の

○
郡
の
南
七
里
に
男
高
の
里
あ
り
。

○
麻
生
の
里
あ
り
。

○
郡
の
南
二
十
里
に
香
澄
の
里
あ
り
。

〔露
籔鰭
曽
祢
駅
〕

〔
『和
名
抄
』
小
高
郷
〕

〔
『和
名
抄
』
麻
生
郷
〕

〔
『和
名
抄
』
香
澄
郷
〕

史
料
2
6

0
此

よ
り
南
十
里
に
板
来
の
村
あ
り
。
近
く
海
浜
に
臨
み
て
、
駅
家
を
安
置
け

り
。
此
を
板
来
の
駅
と
謂
ふ
。
（
略
）
建
借
間
命
〈
『
古
事
記
』
神
武
天
皇
の
皇

子
〉
、
（
略
）
此
の
時
、
痛
く
殺
す
と
言
ひ
し
所
は
、
今
、
伊
多
久
の
郷
と
謂
ひ
、

臨
斬
る
と
言
ひ
し
所
は
、
今
、
布
都
奈
の
村
と
謂
ひ
、
安
く
殺
る
と
言
ひ
し
所

　
　
　
　
や
す
き
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
さ
き

は
、
今
、
安
伐
の
里
と
謂
ひ
、
吉
く
殺
く
と
言
ひ
し
所
は
、
今
、
吉
前
の
邑
と

謂
㌔
　
　
　
〔
『
和
名
抄
』
板
来
郷
『
延
喜
式
』
（
兵
部
）
板
来
駅
〕

○
郡
よ
り
東
北
の
か
た
十
五
里
に
当
麻
の
郷
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
『
和
名
抄
』
当
麻
郷
〕

○
此

よ
り
南
に
芸
都
の
里
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
『和
名
抄
』
芸
都
郷
〕

○
其
の
南
に
田
の
里
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
『
和
名
抄
』
道
田
郷
に
あ
た
る
か
。
〕

史
料
2
7

　
　
○
此

よ
り
南
に
相
鹿
・
大
生
の
里
あ
り
。
古
老
の
い
へ
ら
く
、
倭
武
の
天
皇
、

　
　
相
鹿
の
丘
前
の
宮
に
坐
し
き
。
此
の
時
、
膳
炊
屋
舎
を
浦
浜
に
構
へ
立
て
、
艦

　
　

を
編
み
て
橋
と
作
し
て
、
御
在
所
に
通
ひ
き
。
大
炊
の
義
を
取
り
て
、
大
生
の

　
　
村

と
名
つ
く
。
又
、
倭
武
の
天
皇
の
后
、
大
橘
比
頁
命
、
倭
よ
り
降
り
来
て
、

　
　
此
の

地
に

参
り
遇
ひ
た
ま
ひ
き
。
故
、
安
布
賀
の
邑
と
謂
ふ
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔
『和名
抄
』
逢
鹿
郷
『
和
名
抄
』
大
生
郷
〕

　

『
常
陸
国
風
土
記
』
の
村
記
載
は
、
「
大
生
村
」
、
「
安
布
賀
邑
」
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
「
古
老
日
倭
武
天
皇
、
坐
相
鹿
丘
前
宮
…
」
「
又
、
倭
武
天
皇
之
后
、
大
橘
比

費
命
　
自
倭
降
来
…
」
と
、
古
く
は
○
○
村
と
称
し
、
今
は
○
○
里
と
い
う
表
記
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
記
載
は
、
後
掲
の
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
ほ
ぼ
類
似
し

た

も
の
と
判
断
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
ロ
、
出
雲
国
風
土
記

　
　
史
料
2
8
　
出
雲
郡

　
　
通
意
宇
郡
堺
佐
雑
村
　
一
十
三
里
六
十
四
歩
　
　
（
出
雲
郡
ー
意
宇
郡
の
郡
境
）

　
　
通
神
門
郡
堺
出
雲
大
河
辺
　
二
里
六
十
歩
　
　
　
（
出
雲
郡
ー
神
門
郡
の
郡
境
）

　
　
通
大
原
郡
堺
多
義
村
　
一
十
五
里
三
十
八
歩
　
　
（
出
雲
郡
－
大
原
郡
の
郡
境
）

　
　
史
料
2
9
　
神
門
郡

　
　
神
門
川
　
源
出
飯
石
郡
琴
引
山
　
北
流
　
即
経
来
嶋
波
多
須
佐
三
郷
　
出
神
門

　
　
郡
余
戸
里
門
立
村
　
即
経
神
戸
朝
山
古
志
等
郷
　
西
流
入
水
海
也
　
則
有
年
魚

　
　
鮭
麻
須
伊
具
比
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
門
郡
ー
飯
石
郡
の
郡
境
）

　
　
史
料
3
0
　
神
門
郡

　
　
通
同
郡
堺
与
曽
紀
村
　
二
十
五
里
一
百
七
十
四
歩
（
神
門
郡
ー
飯
石
郡
の
郡
境
）

　
　
史
料
3
1
　
飯
石
郡

　
　
通
神
門
郡
堺
与
曽
紀
村
　
二
十
八
里
六
十
歩
　
　
（
飯
石
郡
ー
神
門
郡
の
郡
境
）

　
　
史
料
3
2
　
仁
多
郡

　
　
通
大
原
郡
堺
辛
谷
村
　
一
十
六
里
二
百
三
十
六
歩
（
仁
多
郡
ー
大
原
郡
の
郡
境
）
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（『日本古典文学大系　風土記』岩波書店より）
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史
料
33

　
大
原
郡

通
仁
多
郡
堺
辛
谷
村
　
二
十
三
里
一
百
八
十
二
歩
（
大
原
郡
－
仁
多
郡
の
郡
境
）

史
料
34
　
出
雲
郡

出
雲
の
大
川
　
源
は
伯
書
と
出
雲
と
二
つ
の
國
の
堺
な
る
鳥
上
山
よ
り
出
で
、

流
れ

て

　
に
出
で
、
即
ち
横
田
・
三
慮
・
三
澤
・
布
勢
等
の

四
つ
の
郷
を
経
て
、
因
園
剛
の
堺
な
る
引
沼
の
村
に
出
で
、
即
ち
來
次
・
斐

伊
・
屋
代
・
紳
原
等
の
四
つ
の
郷
を
経
て
、
画
闇
副
の
堺
な
る
多
義
の
村
に

出
で
、
河
内
・
出
雲
の
二
つ
の
郷
を
経
て
、
北
に
流
れ
、
更
に
折
れ
て
西
に
流

れ
て
、
即
ち
伊
努
・
杵
築
の
二
つ
の
郷
を
経
て
、
紳
門
の
水
海
に
入
る
。
此
は

則
ち
、
謂
は
ゆ
る
斐
伊
の
川
の
下
な
り
。
河
の
雨
邊
は
、
或
は
土
地
豊
沃
え
て
、

五
穀
、
桑
・
廠
稔
り
て
枝
を
頗
け
、
百
姓
の
膏
膜
な
る
薗
な
り
。
或
は
土
饅
豊

沃
え
て
、
草
木
叢
れ
生
ひ
た
り
。
則
ち
、
年
魚
・
鮭
・
庇
須
・
伊
具
比
・
紡
．

鰹
等
の
類
あ
り
て
、
潭
濡
に
讐
び
泳
げ
り
。
河
の
口
よ
り
河
上
の
横
田
の
村
に

至
る
間
の
五
つ
の
郡
の
百
姓
は
、
河
に
便
り
て
居
め
り
。
出
雲
．
紳
門
．
飯
石
．
仁
多
．
大

原
の
郡
な
り
。
孟
春
よ
り
起
め
て
季
春
に
至
る
ま
で
、
材
木
を
校
へ
る
船
、
河
中
を

沿
浜
れ
り
。

『
和
名
抄
』
元
和
古
活
字
本

　
出
雲
國
第
百
八

　
出
雲
郡

　
　
建
部
　
漆
沼
　
河
内
　
出
雲

　
　
伊
勢
　
美
談
　
宇
賀

　
神
門
郡

　
　
朝
山
　
日
置
　
瞳
沼
　
商
岸

　
　
多
伏
　
伊
秩
　
狭
結
　
古
志

　
　
八
野

　
飯
石
郡

劃渦南
狭佐

　
能
石

　
田
井

仁
多
郡爵

　
横
山

大
原
郡

　
紳
原劉

三
屋
　
草
原
　
飯
石
　
多
禰

須
佐
　
波
多
　
來
島

布
勢
　
漆
仁
　
三
澤
　
阿
位

蜀
潮
海
佐
世
阿
用

斐
甲
　
大
原

　

『
出
雲
国
風
土
記
』
の
「
村
」
表
記
は
、
例
外
な
く
す
べ
て
郡
堺
の
地
点
を
明
示

し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
そ
の
場
合
、
郡
堺
は
道
と
河
川
の
コ
ー
ス
に
と
も
な
う

表
示
で
あ
る
。

　
出
雲
郡
条
の
「
意
宇
郡
の
堺
な
る
佐
雑
村
（
現
宍
道
町
佐
々
布
）
に
通
る
は
、
一

十
三
里
六
十
四

歩
な
り
」
と
み
え
る
「
佐
雑
村
」
は
、
出
雲
郡
と
意
宇
郡
の
郡
堺
に

位
置
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
史
料
2
9
の
神
門
川
の
項
に
み
え
る
「
門
立
村
」
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。

「
（神
門
川
の
）
源
は
飯
石
郡
琴
引
山
よ
り
出
で
、
北
に
流
れ
、
即
ち
（
飯
石
郡
）
来

嶋
・
波
多
・
須
佐
の
三
郷
を
経
て
、
神
門
郡
余
戸
里
門
立
村
に
出
て
、
即
ち
（
神
門

郡
）
神
戸
・
朝
山
・
古
志
等
の
郷
を
経
て
、
西
に
流
れ
て
（
神
門
の
）
水
海
に
入
る
」

と
い
う
。
す
な
わ
ち
神
門
川
が
飯
石
郡
の
琴
引
山
を
水
源
と
し
て
飯
石
郡
内
を
通
り
、

飯

石
郡
と
神
門
郡
の
郡
境
を
越
え
て
神
門
郡
へ
と
流
れ
て
い
く
コ
ー
ス
を
説
明
し
て

い

る
。
そ
の
時
、
二
つ
の
郡
境
を
明
記
す
る
こ
と
は
、
コ
ー
ス
を
特
定
す
る
上
で
、

き
わ
め
て
重
要
な
事
実
記
載
と
な
る
。
郡
境
記
載
は
神
門
郡
余
戸
里
と
明
確
に
行
政

区
画
名
を
示
し
た
上
で
、
さ
ら
に
地
点
を
限
定
す
る
必
要
か
ら
「
門
立
村
」
と
明
示

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
史
料
3
4
の
出
雲
大
川
も
全
く
同
様
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
水
源
の

伯
書
と
出
雲
二
国
の
国
境
に
あ
る
鳥
上
山
か
ら
国
境
近
く
の
仁
多
郡
の

54



［古代における里と村］・一・平川　南

「
横

田
村
」
を
出
て
郡
内
の
横
田
・
三
処
・
三
沢
・
布
勢
の
四
郷
を
経
て
、
次
の
大
原

郡
と
の
堺
に
位
置
す
る
「
引
沼
村
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ハ
、
播
磨
国
風
土
記

　
　
史
料
3
5
　
錺
磨
郡

　
　少
川
里
踊
緬
酬
蛙
鋼
端
峡
隔
時
繊
土
中
々
離
右
　
号
私
里
者
　
（
志
貴
）
嶋
宮
御
宇

　
　
天
皇
世
　
私
部
弓
束
等
祖
　
田
又
利
君
鼻
留
　
請
此
処
而
居
之
　
故
号
私
里

　
　
以
後
　
庚
寅
年
　
上
野
大
夫
　
為
宰
之
時
　
改
為
小
川
里
　
一
云
小
川
　
自
大

　
　
野
流
来
此
処
　
故
日
小
川

　
　
所
以
称
高
瀬
者
　
品
太
天
皇
　
登
於
夢
前
丘
　
而
望
見
者
　
北
方
有
白
色
物

　
　
勅
云
　
彼
何
物
乎
　
即
　
遣
舎
人
上
野
国
麻
奈
毘
古
　
令
察
之
　
申
云
　
自
高

　
　
処
流
落
水
　
是
也
　
即
号
高
瀬
村
　
所
以
号
豊
国
者
　
筑
紫
豊
国
之
神
　
在
於

　
　
此
処
　
故
号
豊
国
村
（
下
略
）

　
小
（
少
）
川
里
は
、
も
と
私
里
と
さ
れ
た
も
の
を
庚
寅
年
籍
の
年
〔
持
統
朝
四
（
六

九
〇
）
年
〕
に
小
川
里
と
改
め
ら
れ
た
と
い
う
。
以
下
に
小
川
里
内
の
高
瀬
村
お
よ

び
豊
国
村
の
地
名
起
源
を
記
し
て
い
る
。

　
　
史
料
36

　
揖
保
郡

　
　
大

田
里
丘
中
　
所
以
称
大
田
者
　
昔
　
呉
勝
　
従
韓
国
度
来
　
始
到
於
紀
伊
国
名

　
　
草
郡
大
田
村
　
其
後
分
来
　
移
到
於
摂
津
国
三
嶋
賀
美
郡
大
田
村
　
其
又

　
　
　
遷
来
於
揖
保
郡
大
田
村
　
是
　
本
紀
伊
国
大
田
以
為
名
也

　
韓
半
島
か
ら
渡
来
し
、
当
初
紀
伊
国
名
草
郡
大
田
村
に
居
し
た
呉
勝
の
一
族
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
村
名
を
ウ
ジ
名
と
し
て
、
そ
の
後
移
住
し
た
摂
津
国
三
島
賀
美
郡
（
三
嶋
上
郡

↓
嶋
上
郡
）
さ
ら
に
播
磨
国
揖
保
郡
に
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
ウ
ジ
名
「
大
田
」
を
村
名
と

し
て
「
大
田
村
」
と
称
し
た
の
で
あ
る
。

　

『
播
磨

国
風
土
記
』
の
「
村
」
記
載
の
特
徴
は
、
次
の
揖
保
郡
越
部
里
・
少
宅
里

の
例
に

よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。

　
　
史
料
37
　
揖
保
郡

　
　
越
部
の
里
奮
の
名
は
皇
子
代
の
里
な
り
。
土
は
中
の
中
な
り
。
皇
子
代
と
號
く
る
所
以

　
　
は
、
勾
の
宮
の
天
皇
〔
勾
宮
天
皇
‖
安
閑
天
皇
〕
の
み
世
、
寵
人
、
但
馬
君
小

　
　
津
、
み
寵
を
蒙
り
て
姓
を
賜
ひ
、
皇
子
代
君
と
爲
し
て
、
三
宅
を
此
の
村
に
造

　

　
り
て
仕
へ
奉
ら
し
め
た
ま
ひ
き
。
故
、
皇
子
代
の
村
と
い
ふ
。
後
、
上
野
の
大

　
　
夫
、
借
戸
を
結
び
し
時
に
至
り
、
改
め
て
越
部
の
里
と
號
く
。
一
ひ
と
い
へ
ら

　
　
く
、
但
馬
の
國
の
三
宅
よ
り
越
し
來
た
れ
り
。
故
、
越
部
の
村
と
號
く
。

　
　
『
和
名
抄
』
元
和
古
活
字
本

　
　
　
播
磨
國
第
百
十
一

　
　
　
揖
保
郡

　
　
　
栗
栖
獄
留
　
香
山
伽
鮎
　
越
部
鮎
之
　
林
田

　
　
　

撤
鈍
　
桑
原
玖
賊
　
布
勢
　
上
岡
鞠
撫
都

　
　
　
揖
保
締
比
　
大
市
搬
布
　
大
田
鎌
保
　
新
田
嶋

　
　
　

多
　
鯨
戸
　
浦
上
癖
破
　
小
宅
舶
伊
　
廣
山

　
　
　
　
大
宅
鹸
舗
　
石
見
難
波
　
中
臣
　
紳
戸

　
越

部
里
は
、
安
閑
天
皇
の
世
に
但
馬
霜
小
津
が
姓
「
皇
子
代
君
」
を
賜
い
、
三
宅

を
こ
の
村
に
造
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
を
「
皇
子
代
村
」
と
い
う
。
そ
の
の
ち
、

持
統
朝
当
時
の
播
磨
国
守
が
五
十
戸
で
一
里
を
編
成
し
た
時
に
、
余
り
の
三
十
戸
の

端
数
戸

を
も
っ
て
里
を
立
て
た
こ
と
か
ら
、
「
越
部
里
」
と
号
し
た
。
一
説
に
は
但
馬

国
の
三
宅
か
ら
越
し
来
た
と
い
う
意
で
「
越
部
村
」
と
称
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

お
そ
ら
く
は
七
世
紀
半
ば
以
前
「
皇
子
代
村
」
と
称
さ
れ
た
地
は
、
七
世
紀
後
半
以

降
、
五
十
戸
制
の
編
戸
に
伴
な
い
、
「
越
部
里
」
と
表
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
史
料
3
8
　
揖
保
郡

　
　
少
宅
の
里
本
の
名
は
漢
部
の
里
な
り
。
土
は
下
の
中
な
り
。
漢
部
と
號
く
る
所
以
は
、

　
　
漢
人
、
此
の
村
に
居
り
き
。
故
、
以
ち
て
名
と
爲
す
。
後
に
改
め
て
少
宅
と
い

　
　
ふ
所
以
は
、
川
原
の
若
狭
の
祀
父
、
少
宅
の
秦
公
の
女
に
妻
ひ
て
、
即
て
、
其

　
　
の
家
を
少
宅
と
號
け
き
。
後
、
若
狭
の
孫
の
智
硫
呂
、
任
さ
れ
て
里
長
と
爲
り

　
　
き
。
此
に
由
り
て
、
庚
寅
の
年
、
少
宅
の
里
と
爲
せ
り
。

55



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第108集2003年10月

！
．

丹

！
ノ
　
や
　

’
、
」

　
　
　
　
．

゜
ー
ド
＼
．

’

〔．ノ　

7
ノ

　　　　波
丘♪　 ▲、．　　　　　　．，〉

　杣？一・一・ノ　ノ

ξ　　！
里

蕎

　●高潮村
▲▲鈴堀山

阿富山　，

　，一’

　　《
国

＼

　　　　・
、
鉾
」

°

㌧
v
／
t
．
ー
．
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

Z。

　
　
　
　
　
　
　
　

～

r
～
＼
ノ
《
／
⑱
斜
叶

　
　
　
　
　
　
　賀
盾
里

・
’
｛
）
’

　
　
　
！

　
　
　
！
／
‘

’

里ジ

託

　
賀
郡

●

駕
田

．花酸山

里

、ン～’～A
震融ノ

，
ノ
　
／
　
、
ノ

　

ー
　
，
’
‘
、

。ヅ

　

’．

国

聴：　　　賀㍑…　　郡　　鹿端rノ

．鵬£ξ輌，ρ㌶
し．、裟・原㎡　・

藷瓢！㌻7で

一
生
野
゜

一1

∨〉ノ「
／

山
．

　
　
　
　
　
　
　
篭

、
c
v
’
～
（
、
．

披
．自

買
村

神
前▲

山

川

辺

1謝
量嬰迂
‘瀬魏〆
　，〆
　　　　田

1螺。‘

、、　、
ノ紳
▲奈

（量前
、山

賀、郡・
野）

‘　高　　岡
’　里
、（
1
。㌧・［望

漏麹

　　郡　，ノ

、≧・菜1郡石
一津　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　
　
聖
岡
皇

大

川
内

　
　
　
　
　
　

爵
　
＼

　
　
　
　
　
　
ぺ
、
し

ン～
、
／
’
、
（
・
〉
／
ー
ノ

田
・
・

纏 ’小

」班纏

　
イ
カ
シ
ホ
ヅ

跡

皇
　
∬

チ
ぢ
　

部
里
、
、
ノ
／
ー
、

い駆
大
田
里

里

枚・
嵩
大
法
里

　
膨
川

　

構
　
里

住吉里

明百駅

里
肛
古
買
　
こ
　
南
大
津
江

巴遠 ＿傷
　＿麻
　一‘

林
粛

筋

　
磨

郡艮

菅
生
里

韓
室

射
目
蔚

御

方

績
加
村

’
ー
ー
、
，
1

　

　

　

　
ぐ
、
I
I
「
l
ー
へ

　
　

質
〆
川
安
師
　
　
一

；響村

作

漠

゜

汀
ー
ー
纏
刈
摺

　
　
伊
努
野

里■

箇

里

里

411量f竃
1

里

宍

禾
郡

　

　

　

　

　

　

　
敷
口
村

」
♂〉ー

、
人

！
ノ
　
　
美

　
　
／

輻
廓
，
皇

　
高
家

’、里咋

…’　　？
iトヘー
原！／邉

比

轟
内
谷

゜

香
山
皇

　
　
里

　

栖

　

票

賃
川

ノ　
詞
為
山

林
量
鞠
山
▲
広
山
ま
立
肩

・
太
川
柏
野

旬

賭

岡
升
少
宅

上
立

越
部

里
柵
雫
部

　
　

摸
・
木
‘

揖

保

郡

，

　

　

、
」
《
’

　
、

ヘ
　
　
ノ

　
”

　
　
一

　
、
」

、
、！
　
　
　
赤

’
／へペノ

　

，
」

　
　
，
∨
．
ノ

　

　

　
、．

　
．
／

　
勢
駅

出
水
璽

桑

原

演

こぐ：蟹
　、

＼巴叫
　　＞1里號；

　　ノ’
雀＿

1＿室原∫＝＝

≡≡日二

O
悼
島

伊

唖

゜

、
°
、
（
・
、
》
♪

作

　
　
、 、

土
燗
村
，
中
川
里

　
　
，

一

柏
原
里

、
ハ
‘
’
、

へ、

　
蹟
容
郡

、
　
－
　
梓
見
川

ノ
伊
の
μ
讃
客
里
゜

S
　
　
川

．
　
曹
　
　
　
　
▲

　
　
　
鹿
竃
山

！
　
、

川
駅
，
’
ト

穂
高
田
駅

郡

＿一 刀

（
千
椙
川
一

・

島

彦’
、
掻

曇濃里
里

z 野磨駅
’

、．

　　、

　　　　、

　
　

U

、
．
、
．

，

家畠

高

一筒
浜

路

国

1
（
・
、

島

゜

、’ご．
ノ
・
、
、
’

　
　
　
　
9
6

　　讃
　　§
速鴻里一『

1
，
》否

｛風上起”代［

　　図3　播磨国風土記〔地名推定地〕
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［古代における里と村］・一・平川　南

　
少
宅
里

は
、
も
と
は
漢
部
里
と
称
し
た
が
、
そ
れ
は
渡
来
し
た
漢
人
が
こ
の
村
に

居

し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
後
、
少
宅
と
改
め
た
の
は
、
渡
来
氏
族
川
原
若
狭
の
祖

父
が
少
宅
秦
公
の
女
に
要
い
、
そ
の
家
を
少
宅
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
若
狭
の
孫
智

麻
呂
が
里
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
庚
寅
年
（
持
統
天
皇
四
年
〈
六
九
〇
〉
）
、
少
宅
里
と
称

し
た
。

　
以
上
の

よ
う
に
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
「
村
」
記
載
は
、
原
則
と
し
て
七
世
紀
半

ば
以
前
の
「
○
○
村
」
が
編
戸
さ
れ
た
結
果
、
「
○
○
里
」
と
な
る
と
い
う
形
式
を
と
っ

て

い
る
。

b
　
万
葉
集

　
　
史
料
3
9

　
　
八
二
二
　
題
詞
　
筑
前
国
恰
土
郡
深
江
の
村
子
負
の
原
に
海
に
臨
め
る
丘
の
上

　
　
に
二
つ
石
あ
り
。
大
き
な
る
は
長
さ
一
尺
二
寸
六
分
、
囲
一
尺
八
寸
六
分
、
重

　
　
さ
十
八
斤
五
両
、
小
し
き
な
る
は
長
さ
一
尺
一
寸
、
囲
一
尺
八
寸
、
重
さ
十
六

　
　
斤
十
両
、
並
皆
に
楕
円
に
し
て
、
状
鶏
子
の
如
し
。
（
略
）
深
江
の
駅
家
を
去
る

　
　
こ
と
二
十
許
里
に
し
て
、
路
の
頭
に
近
く
在
り
。
（
下
略
）

　

『
和
名
抄
』
に
は
筑
前
国
恰
土
郡
に
「
深
江
郷
」
が
み
ら
れ
な
い
が
、
『
延
喜
式
』

（兵
部
）
に
は
「
深
江
駅
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
史
料
4
0

　
　
三
八
六
九
　
大
船
に
小
船
引
き
副
へ
潜
く
と
も
志
賀
の
荒
雄
に
潜
き
あ
は
め
や

　
　
も

　
　
右
は
、
神
亀
年
中
に
、
大
宰
府
、
筑
前
国
宗
像
郡
の
百
姓
宗
形
部
津
麿
を
差
し

　
　
て
、
対
馬
に
糧
を
送
る
船
の
施
師
に
充
つ
。
時
に
、
津
麿
津
屋
郡
志
賀
村
の
白

　
　
水
郎
荒
雄
の
許
に
詣
り
て
語
り
て
日
は
く
、
僕
小
事
あ
り
、
若
疑
許
さ
じ
か
と

　
　
い
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　

　

『
和
名
抄
』
に
は
、
筑
前
国
糟
屋
郡
「
志
阿
郷
」
が
存
し
、
『
三
代
実
録
』
貞
観
十

八

（八
七
六
）
年
正
月
二
十
五
日
条
に
「
志
賀
嶋
」
と
み
え
る
。

　
　
史
料
4
1

　
　
能
登
郡
の
香
島
の
津
よ
り
発
船
し
て
、
熊
来
村
を
指
し
て
往
く
時
に
作
る
歌
二

　
　
首

　
　
四
〇
二
六
（
略
）

　
　
四
〇
二
七
　
香
島
よ
り
熊
来
を
指
し
て
漕
ぐ
船
の
揖
取
る
間
な
く
都
し
思
ほ
ゆ

　

「熊
来
村
」
は
『
和
名
抄
』
能
登
国
能
登
郡
「
熊
来
郷
」
に
相
当
す
る
。

　
　
史
料
4
2

　
　
四
〇
七
三

　
　
　

越
前
国
の
豫
大
伴
宿
祢
池
主
の
来
贈
る
歌
三
首

　
　
　
今
月
十
四
日
を
以
ち
て
、
深
見
村
に
到
来
し
、
彼
の
北
方
を
望
拝
す
。
（
下
略
）

　
　
史
料
4
3

　
　
四
二
二
一
　
鶏
が
鳴
く
東
を
指
し
て
ふ
さ
へ
し
に
行
か
む
と
思
へ
ど
由
も
実
な

　
　
し

　
　
　
右
の
歌
の
返
報
の
歌
は
、
脱
漏
し
て
探
り
求
む
る
こ
と
得
ず
。

　
　
　

更
に
来
贈
る
歌
二
首

　
　
駅
使

を
迎
ふ
る
事
に
依
り
て
、
今
月
十
五
日
に
、
部
下
の
加
賀
郡
の
境
に
到
来

　
　
す
。
面
蔭
に
射
水
の
郷
を
見
、
恋
緒
を
深
海
の
村
に
結
ぷ
。
（
中
略
）

　
　
　
勝
宝
元
年
十
二
月
十
五
日
、
物
を
徴
り
し
下
司
、
謹
み
て
不
伏
の
使
君
の
記

　
　
室
に

上
る
。

　

「
深
見
（
海
）
」
は
『
和
名
抄
』
に
は
、
加
賀
国
（
弘
仁
十
四
〈
八
二
三
〉
年
立
国
、

そ
れ
以
前
は
越
前
国
）
加
賀
郡
に
は
郷
名
と
し
て
は
み
え
な
い
が
、
『
延
喜
式
』
（
兵

部
）
に
、
加
賀
国
駅
家
と
し
て
、
「
深
見
」
駅
が
存
在
す
る
。
「
射
水
郷
」
は
、
『
和
名

抄
』
に
は
み
え
な
い
が
、
越
中
国
射
水
郡
の
中
心
地
と
考
え
ら
れ
る
。

C

日
本
霊
異
記
　
〔
日
本
古
典
文
学
大
系
本
〈
岩
波
書
店
〉
以
下
、
読
み
下
し
文
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
〕

史
料
44

　
中
巻
「
漢
神
の
崇
二
依
り
牛
を
殺
し
て
祭
り
、
又
放
生
の
善
を
修
し

て
、
現
に
善
悪
の
報
を
得
る
縁
　
第
五
」
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摂
津
の
国
東
生
の
郡
撫
凹
の
村
に
、
一
の
富
め
る
家
長
の
公
有
り
。

　
　
史
料
4
5
　
中
巻
「
常
に
鳥
の
卵
を
煮
て
食
ひ
て
、
現
に
悪
死
の
報
を
得
る
縁

　
　
第
十
」

　
　
和
泉
の
国
和
泉
の
郡
下
痛
脚
の
村
に
、
一
の
中
男
有
り
。

　
　
史
料
46

　
上
巻
「
孔
雀
王
の
叩
几
法
を
修
持
し
、
異
し
き
験
力
を
得
て
、
現
に
仙

　
　
と
作
り
て
天
に
飛
ぷ
縁
　
第
二
十
八
」

　
　
役
の

優
婆
塞
は
、
賀
茂
役
公
、
今
の
高
賀
茂
の
朝
臣
と
い
ふ
者
な
り
。
大
和
の

　
　
國
葛
木
の
上
の
郡
茅
原
の
村
の
人
な
り
。

　
　
『
和
名
抄
』
元
和
古
活
字
本

　
　
　
大
和
國
第
六
十
九

　
　
　
葛
上
郡

　
　
　
　
日
置
　
高
宮
勢
蜘
　
牟
婁
　
桑
原
　
上
鳥

　
　
　
　
下
鳥
　
太
坂
　
楢
原
鯨
娘
　
耐
戸
　
鯨
戸

　

『
扶
桑
略
記
』
第
五
・
文
武
天
皇
五
（
七
〇
一
）
年
条
に
引
く
役
公
伝
に
「
役
優

婆
塞
者
。
大
和
国
葛
上
郡
茅
原
郷
人
也
」
と
あ
る
。

　
　
史
料
47

　
下
巻

「
女
人
、
濫
シ
ク
嫁
ぎ
て
、
子
を
乳
に
飢
ゑ
し
む
る
が
故
に
、

　
　
現
報
を
得
る
縁
　
第
十
六
」

　
　
横
江

臣
成
冒
女
は
、
越
前
の
國
加
賀
の
郡
の
人
な
り
。
天
骨
婬
渋
に
し
て
、
濫

　
　
し
く
嫁
ぐ
こ
と
を
宗
と
す
。
未
だ
丁
な
る
齢
を
蓋
さ
ず
し
て
死
に
、
滝
し
く
年

　
　
を
歴
た
り
。
紀
伊
の
國
名
草
の
郡
能
雁
の
里
の
人
、
寂
林
法
師
、
國
の
家
を
離

　
　
れ
て
、
他
の
國
を
経
、
法
を
修
し
、
道
を
求
め
て
、
加
賀
の
郡
畝
田
の
村
に
至

　
　

り
、
年
を
運
て
止
住
す
。
奈
良
の
宮
に
大
八
嶋
國
御
宇
め
た
ま
ひ
し
白
壁
の
天

　
　
皇
の

み

世
、
寳
亀
元
年
庚
戌
の
冬
、
十
二
月
二
十
三
日
の
夜
、
夢
に
見
る
。
（
中

　
　
略
）
長
脆
き
て
手
を
以
て
膝
を
押
し
、
病
め
る
乳
に
臨
み
て
言
は
く
「
痛
き
乳

　
　
か
な
」
と
い
ひ
て
、
坤
吟
び
苦
し
び
病
む
。
林
、
問
ふ
「
汝
は
何
く
の
女
ぞ
」

　
　

と
い
ふ
。
答
ふ
「
我
は
越
前
の
國
加
賀
の
郡
大
野
の
郷
、
畝
田
の
村
に
有
る
横

2

5

図4　“越前国加賀郡大野郷畝田村，，の地

　　　明治43年の地図と主要な遺跡（畝田・寺中遺跡ほか）

　　　の分布　〔㈱石川県埋蔵文化財センター作図〕

　
　
江
臣
成
人
が
母
な
り
。

　
　
『
和
名
抄
』
高
山
寺
本

　
　
　
加
賀
國
第
九
十
八

　
　
　
加
賀
郡

　
　
　
　
大
桑
燃
継
大
野
醐
保
芹
田
雄
利
井
家
鵬
勘

　
　
　
　
英
太
鉦
　
玉
文
鰐
抹
　
騨
家
　
田
上
類
加

　
近

年
の
発
掘
調
査
の
成
果
に
よ
る
と
、
石
川
県
金
沢
市
畝
田
西
三
丁
目
ほ
か
に
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

在
す
る
畝
田
・
寺
中
遺
跡
出
土
木
簡
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
ロ
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ロ

　

　
・
「
郡
口
　
大
野
郷
長
口
　
　
件
口
［
］

　
　
・
罪
科
知
口
出
火
急
麗
瞥
　
　
　
（
・
九
三
一
・
四
・
四
竺
九

　
郡
符

木
簡
の
宛
所
「
大
野
郷
長
」
と
遺
跡
の
所
在
地
・
畝
田
と
の
密
接
な
関
係
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
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史
料
48

　
下
巻

「
女
人
、
石
を
産
生
み
て
神
と
し
斎
ク
縁
　
第
三
十
一
」

　
美
乃
の
國
方
縣
の
郡
水
野
の
郷
楠
見
の
村
に
、
一
の
女
人
有
り
。
姓
は
縣
の

氏

な
り
。
年
二
十
有
飴
歳
に
迄
び
て
、
嫁
が
不
、
未
だ
通
は
ず
し
て
、
身
懐
妊

す
。
運
る
こ
と
三
年
、
山
部
の
天
皇
の
み
世
、
延
暦
元
年
癸
亥
の
春
二
月
下
旬

に
、
二
つ
の
石
を
産
生
む
。
（
下
略
）

『
和
名
抄
』
元
和
古
活
字
本

　
美
濃
國
第
八
十
九

　
方
縣
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
思
）

　
　
村
部
　
大
唐
　
鵜
養
　
方
縣
　
恩
淡

　
　
騨
家

史

料
4
9
　
下
巻
「
法
花
経
を
写
し
奉
る
女
人
の
過
失
を
誹
り
て
、
現
に
口
蝸
斜

む
縁
　
第
二
十
」

粟
の
國
名
方
の
郡
埴
の
村
に
、
一
の
女
人
在
り
。
忌
部
首
な
り
。
字
を
多
夜
須
子
と
日

ふ
。
白
壁
の
天
皇
の
み
代
に
、
是
の
女
、
法
花
経
を
麻
殖
の
郡
の
菟
山
寺
に
写
し

奉
る
。
時
に
麻
殖
の
郡
の
人
忌
部
連
板
屋
、
彼
の
女
人
の
過
失
を
挙
げ
顕
し
て

誹
誘

る
が
故
に
、
即
ち
口
蝸
斜
み
、
面
、
後
に
戻
り
て
、
終
に
直
ら
不
り
き
。

『
和
名
抄
』
元
和
古
活
字
本

　

阿
波
國
第
百
二
十
一

　

名
方
西
郡

　
　
埴
土

轍　
高
足
注
加
　
土
師
搬
　
櫻
間
離
畝

　

名
方
東
郡

　
　
名
方
鈴
加
　
新
井
禰
比
　
賀
茂
瓠
　
井
上
耕
乃

　
　
八
萬
轍
知
　
殖
栗
順
久

　

d
　
土
地
の
売
券

　
　
史
料
50

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
日
古
五
ー
七
〇
一
）

　
　
香
山
薬
師
寺
鎮
三
綱
牒
　
摂
津
職
東
生
郡
務
所

　
　
　
売
買
庄
地
立
券
事

　
　
合
地
参
町
武
段
碑
拾
漆
歩
疎
醐
醐
挙
繊
晒
髄
江
南
限
路

　
　
　
在
彼
部
酒
人
郷
御
挙
殿
村
　
価
銭
漆
伯
貫
文

　
　
右
、
依
勅
旨
省
井
職
牒
、
充
上
件
銭
価
直
、
永
為
公
地
、
奉
売
即
畢
、
今
依
式
、

　
　
立
券
如
前
、
伍
注
事
状
、
以
牒
、

　
　
　
　
神
護
景
雲
三
年
九
月
十
一
日
都
維
那
伝
燈
住
位
僧
春
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
座
伝
燈
満
位
僧
信
忠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔神
護
景
雲
三
年
‖
七
六
九
年
〕

　
売
買
庄
地
の
所
在
地
を
摂
津
職
東
生
郡
「
酒
人
郷
御
挙
殿
村
」
と
表
記
し
て
い
る
。

土
地
の

所
在
地
は
律
令
行
政
区
画
「
郡
ー
郷
」
で
表
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
そ
の
地

点
を
限
定
す
る
た
め
に
は
、
村
名
で
記
す
必
要
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　
史
料
5
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
日
古
六
ー
五
七
七
）

　
　
備
前
国
津
高
郡
菟
垣
村
常
地
畠
売
券

　
　
　
　
　
ト
　
　
ハ
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
タ
ロ

　
　
菟
垣
村
口
口
漢
部
阿
古
麻
呂
解
　
申
依
正
税
不
成
常
地
売
買
畠
口

　
　
　
合
畠
参
段
　
充
直
稲
捌
拾
束
　
疎
調
踊
灘
㎜
蹟
脹
紘
呂
畠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
右
［
］
口
漢
部
口
口
人
之
大
税
不
成
散
波
畠
常
地
売
与
同
郷
三
野
臣
乙
益
如

　
　
　
件
、
依
券
文
造
試
通
　
一
通
進
郡
家
、
一
通
給
今
主
、
循
注
事
状
、
券
案
立

　
　
　
置
、
以
解
、

　
　
　
　
　
宝
亀
五
年
十
一
月
二
十
三
旦
戸
主
漢
部
　
阿
古
麻
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

税
長
書
直
　
麻
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
長
寺
　
廣
床

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徴
漢
部
　
古
比
麻
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔宝
亀
五
年
1
1
七
七
四
年
〕

　
畠
の
売
券
は
、
そ
の
所
在
地
を
「
備
前
国
津
高
郡
（
津
高
郷
）
菟
垣
村
」
と
明
記
し
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て

い
る
。

　
　
史
料
5
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
日
古
六
ー
五
九
一
～
五
九
二
）

　
　
○
備
前
國
津
高
郡
津
高
郷
陸
田
責
買
券

　
　
　
津
高
郡
津
高
卿
人
夫
解
　
申
進
絶
根
貢
買
陸
田
券
文
事

　
　
　
　
合
散
波
畠
参
段
参
拾
武
歩
　
充
直
稻
犀
拾
騨
束

　
　
　
　
按
作
部
千
維
畠
三
百
廿
歩
　
充
直
稲
拾
参
束

　
　
　
　
漢
部
真
長
畠
一
段
七
十
二
歩
　
充
直
拾
陸
束

　
　
　
　
（
蝦
）

　
　
　
　
擾
王
部
臣
公
楮
畠
一
段
　
充
直
稲
拾
伍
束

　
　
　
以

前
、
依
庸
米
井
火
頭
養
絶
直
不
成
、
件
陸
田
常
地
責
与
招
提
寺
既
畢
、
伍

　
　
　
造
券
文
二
通
、
一
通
進
郡
、
一
通
授
買
得
寺
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寳
亀
七
年
十
二
月
十
一
日
税
長
書
直
麻
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
長
寺
　
廣
床

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擾
王
部
　
口
口
　
楮

　
　
　
　
　
ホ
　

　
　
　
「
以
同
日
郡
司
到
許

　
　
　
　
大
領
外
正
六
位
上
薗
臣

　
　
　
　
少
領
外
従
七
位
上
三
野
臣
　
浪
魚
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔宝
亀
七
年
‖
七
七
六
年
〕

　
史
料
5
1
と
同
郷
の
売
券
で
あ
る
が
、
村
名
の
記
載
は
な
く
、
郷
名
で
と
ど
め
て
い

る
。
両
売
券
の
署
名
は
、
「
郷
長
寺
『
廣
床
』
（
史
料
5
1
）
、
「
村
長
寺
廣
床
」
と
同
一

人

物
が
郷
長
・
村
長
と
職
名
を
異
に
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
寺
廣
床
は
菟
垣
村
長

で

あ
り
な
が
ら
、
津
高
郷
長
を
兼
ね
て
お
り
、
売
券
名
「
津
高
郡
菟
垣
村
」
の
署
名

は
「
郷
長
」
、
「
津
高
郡
津
高
郷
」
の
署
名
は
「
村
長
」
を
も
っ
て
証
明
と
し
て
い
る
。

　
　
史
料
5
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
日
古
三
⊥
二
二
八
）

　
　
　
○
久
米
多
寺
領
流
記
坪
付
帳

　
　
隆
池
院
宇
久
米
多
寺
　
住
僧
武
口

　
　
　
　
和
泉
国
行
基
菩
薩
韓
拾
玖
院
内
寺
領
流
記
坪
付
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　

　
　
右
院
縁
記
、
久
米
多
池
院
概
水
之
田
有
千
余
町
、
好
農
業
天
精
勤
耕
作
、
各
乏

　
　
水
事
屡
服
苗
之
苦
、
以
天
平
十
年
二
月
二
日
、
其
堤
上
加
修
理
、
臨
時
所
超
之

　
　
院
、
泉
南
郡
上
池
田
村
所
在
是
也
、

　
　
　
　
院
内
地
漆
段
田
式
町
伍
段
　
伍
段
在
嶋
池
尻

　
　
　
　
林
壼
所
　
寺
院
西
北
在
（
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
平
勝
宝
元
年
十
一
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
天
平
勝
宝
元
年
1
1
七
四
九
年
〕

　
和
泉
国
久
米
多
寺
の
隆
池
院
は
「
泉
南
郡
上
池
田
村
」
に
所
在
す
る
と
記
す
。
上

池

田
村
は
『
和
名
抄
』
和
泉
郡
池
田
郷
の
地
か
。

e
　
そ
の
他
の
文
書

　
史
料
54

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
日
古
三
⊥
二
五
九
～
三
六
六
）

　
○
官
奴
司
解

　
官
奴
司
鮮
　
申
選
定
奴
脾
事

　
　
合
奴
脾
二
百
人
鶴
姓
醐
榊
託
什
ユ
林

　
　
　
口
言
人
奴
鵬
騒
穎
三
講
顯
賑
八
ほ
日
麟
鰹
妙
ぷ
奴
茄
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
カ
　

　
　
　・
言
人
脾
㌶
矧
人
内
鷺
鱒
き
人
飽
髄
榊
麟
訣
春
日
村
常
埠
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
已
上
一
人
春
日
村
常
脾

　
　
　
十
月
女
年
二

　
　
　
　
巳
上
一
人
飽
浪
村
常
埠

　
以
前
、
選
定
奴
脾
歴
名
如
件
、
以
解
、

　
　
　
　
　
天
平
勝
寳
二
年
二
月
廿
四
日
從
七
位
上
行
令
史
勝
子
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佑
從
七
位
上
几
河
内
伊
美
吉
巨
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
天
平
勝
宝
二
年
1
1
七
五
〇
年
〕

各
村
名
は
『
和
名
抄
』
の
次
の
よ
う
な
郡
郷
名
と
対
応
す
る
。

　
　
　
広

瀬
村
　
大
和
国
広
瀬
郡
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平川 南［古代における里と村］

　
　
　
　
春
日
村
　
大
和
国
添
上
郡
春
日
郷

　
　
　
　
奄
知
村
　
大
和
国

　
　

　
　
飽
浪
村
　
大
和
国
平
群
郡
飽
波
郷

　
な
お
広
瀬
村
は
、
正
倉
院
文
書
中
の
「
造
法
華
寺
金
堂
所
解
」
（
天
平
宝
字
四
〈
七

六
〇
〉
年
十
二
月
三
十
日
付
）
に
も
み
え
る
。

③
史
料
別
検
討
結
果
の
整
理

　
以
下
の

村
に

関
す
る
検
討
に
つ
い
て
、
ま
ず
史
料
を
大
別
し
て
整
理
す
る
と
、
次

の

と
お
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

〈
正
史
・
律
令
行
政
文
書
〉

　
正
史
・
律
令
行
政
文
書
は
、
基
本
的
に
は
律
令
行
政
区
画
と
し
て
、
国
ー
郡
ー
里

（郷
）
制
に
も
と
つ
い
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
地
点
表
示
の
際
に
は
、
国
ー
郡
ー

里
を
ま
ず
記
載
し
た
う
え
で
、
国
ー
郡
ー
里
ー
村
と
表
記
し
て
い
る
。
ま
た
国
ー
郡
ー

里
制
の
基
盤
と
な
る
編
戸
が
い
ま
だ
及
ば
な
い
地
域
、
い
わ
ゆ
る
未
編
戸
集
落
は
内

国
・
辺
境
を
問
わ
ず
「
村
」
と
表
記
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
編
戸
制
以
前
は
集
落
単

位
と
し
て
「
村
」
が
存
在
し
た
。
そ
の
村
は
自
然
村
落
で
あ
る
か
、
一
定
の
政
治
的

組
織

と
し
て
編
成
さ
れ
た
も
の
か
、
史
料
的
に
は
現
段
階
で
は
十
分
に
証
明
し
が
た

い
。
た
だ
、
こ
の
「
村
」
が
一
定
の
共
同
体
的
結
合
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
八
世
紀

以

降
の
史
料
で
十
分
に
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
「
村
」
は
国
ー
評
ー
五
十

戸
（
里
）
お
よ
び
国
ー
郡
ー
里
（
郷
）
制
の
実
施
後
に
お
い
て
も
厳
然
と
し
て
存
在

し
、
基
本
的
に
領
域
を
有
し
な
い
里
に
代
っ
て
、
地
点
表
示
・
領
域
表
示
に
際
し
て

「
○
○
村
」
と
明
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
正
史
に
み
え
る
遷
都
地
・
離
宮
地
に
関
す
る
「
○
○
村
」
と
す
る
例
や
、

辺
境
地
域
に

お
け
る
「
志
波
村
」
「
男
（
小
）
勝
村
」
な
ど
の
広
域
の
村
の
例
に
つ
い
て

は
、
上
記
の
解
釈
の
み
で
は
不
十
分
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
④

「
辺
境
の

地

と
「
村
」
」
お
よ
び
⑥
「
ま
と
め
と
今
後
の
課
題
」
の
項
で
見
解
を
述
べ
る

こ
と
と
す
る
。

〈
正
史
・
律
令
行
政
文
書
以
外
の
史
料
〉

　
律
令
国
家
体
制
下
に
お
い
て
は
一
定
の
枠
組
み
と
し
て
の
国
ー
郡
ー
里
制
が
基
本

と
な
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
日
常
的
（
書
状
な
ど
）
、
特
定
的
（
土
地
の

売
券
な
ど
）
に
作
成
さ
れ
た
史
料
や
文
学
な
ど
の
史
料
群
に
は
、
国
－
郡
ー
里
制
下

に

お
い
て
も
地
域
社
会
に
厳
然
と
存
在
し
た
「
村
」
を
表
記
す
る
こ
と
が
正
史
・
律

令
行
政
文
書
に
比
し
て
多
い
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
。
い
い
か
え
れ
ば
、
地
域
社
会

に

二
重
構
造

的
に
存
在
し
た
里
と
村
が
、
律
令
文
書
行
政
に
直
接
関
わ
る
記
録
以
外

の

史
料
に

は
「
村
」
表
記
が
多
用
さ
れ
、
と
き
に
は
「
里
（
郷
）
」
と
「
村
」
、
「
里

（郷
）
長
」
と
「
村
長
」
の
重
複
・
混
用
例
を
も
生
み
だ
し
た
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
異
な
る
史
料
群
に
お
い
て
、
村
の
用
例
の
頻
度
が
異
な
り
、
後
者

に

「
村
」
表
記
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
律
令
国
家
に
お
け
る
新
た
な
編
戸
制

に

も
と
つ
く
国
ー
郡
ー
里
制
で
は
な
く
、
従
来
か
ら
存
在
し
地
域
社
会
に
根
ざ
し
て

い

る
「
村
」
に
対
応
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。

　

つ

ぎ
に
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
異
な
る
史
料
群
で
共
通
す
る
「
村
」
の
用
例
こ
そ

が
、
古
代
社
会
に
お
け
る
「
村
」
の
特
質
を
示
す
も
の
と
判
断
で
き
る
点
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
の
よ
う
な
分
類
整
理
を
試
み
て
み
た
い
（
例
示
資
料
は
す
べ
て
抜
粋
）
。

　

A
．
地
点
表
示
・
領
域
表
示

　
　
④
　
土
地
の
所
在
地
表
示

○
　
売
券
　
　
　
「
合
地
参
町
武
段
騨
拾
漆
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
在
彼
部
（
摂
律
職
東
生
郡
）
酒
人
郷
御
挙
殿
村

○
　
荘
園
総
券
　
「
越
中
国
諸
郡
庄
園
総
券
」
（
天
平
宝
字
三
年
十
一
月
十
四
日
）

　
　
　
　
　
　
　

「
（越
中
国
射
水
郡
）
須
加
村
地
参
拾
伍
町
壼
段
武
伯
武
拾
犀
歩
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
大
日
古
四
⊥
二
七
九
〕

○
　
『
三
代
実
録
』
「
勅
以
山
城
国
愛
宕
郡
鳥
部
郷
捺
原
村
地
五
町
賜
施
薬
院
」

　
　
◎
　
地
点
表
示
　
D
到
来
地
点
表
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
∋
二
点
間
地
点
表
示
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○○○○○○

　
　
　
　
　
　
　
櫛
国
・
郡
境
地
点
表
示

　
D
　
到
来
地
点
表
示

『
三
代
実
録
』
　
　
「
勅
遣
従
五
位
上
守
右
近
衛
少
将
藤
原
朝
臣
山
陰
。
到
山
城

　
　
　
　
　
　
　
　
国
宇
治
郡
山
科
村
」

　
⑳
　
二
点
間
地
点
表
示

『
続
日
本
紀
』
　
　
「
自
下
総
国
結
城
郡
少
塩
郷
少
嶋
村
、
達
子
常
陸
国
新
治
郡

　
　
　
　
　
　
　
　

川
曲
（
田
）
郷
受
津
村
一
千
余
丈
」

　
櫛
国
・
郡
境
地
点
表
示

『
日
本
後
紀
』
　
　
「
定
甲
斐
国
都
留
郡
口
留
村
東
辺
砥
沢
為
両
国
堺
」

『
出
雲
国
風
土
記
』
　
出
雲
郡
条
「
通
意
宇
郡
堺
佐
雑
村
一
十
三
里
六
十
四
歩
」

◎
　
住
居
地
表
示

『
続

日
本
紀
』
　
　
「
讃
岐
国
寒
川
郡
人
外
従
五
位
下
佐
婆
部
首
牛
養
等
言
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
略
）
其
牛
養
等
居
処
在
寒
川
郡
岡
田
村
。
」

『
日
本
霊
異
記
』
　
「
我
有
越
前
国
加
賀
郡
大
野
郷
畝
田
村
也
横
江
臣
成
人
之
母

　
　
　
　
　
　
　
　
也
」

　

B
．
評
－
五
十
戸
（
里
）
施
行
以
前
の
集
落
表
示

○
　
『
続
日
本
紀
』
　
　
「
坂
上
大
忌
寸
苅
田
麻
呂
等
言
。
（
略
）
先
祖
阿
智
使
主
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
応
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軽
嶋
豊
明
宮
駅
宇
天
皇
御
世
。
率
十
七
県
人
夫
帰
化
。
詔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賜
高
市
郡
桧
前
村
而
居
焉
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
閑
）

○
　
『
幡
磨
国
風
土
記
』
　
「
匂
宮
天
皇
之
世
寵
人
但
馬
君
小
津
蒙
寵
賜
姓
為
皇
子
代
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
而
造
三
宅
於
此
村
今
仕
奉
之
、
故
日
皇
子
代
村
」

C
．
遷
都
地
・
離
宮
地
の
村
表
示

○
　
『
続
日
本
紀
』

　
　
『
日
本
紀
略
』

「
朕
将
行
幸
近
江
国
甲
賀
郡
紫
香
楽
村
。

位
下
智
努
王
。
（
略
）
為
造
離
宮
司
」

「
遣
中
納
言
藤
原
小
黒
麿
等
於
山
背
国
。

即
以
造
宮
郷
正
四

相
乙
訓
郡
長
岡
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

之
地
為
遷
都
也
」

　
畿
内
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
遷
都
や
離
宮
の
対
象
地
が
未
編
戸
集
落
と
は
想
定
し
が

た

い
。
紫
香
楽
村
・
長
岡
村
は
、
本
来
の
地
域
名
称
で
あ
る
と
み
て
よ
い
が
、
単
な

る
地
点
表
示
と
み
る
よ
り
は
、
そ
の
後
、
宮
都
名
と
な
る
こ
と
か
ら
も
通
常
の
里
制

の

粋
を
超
え
て
、
宮
都
を
受
け
入
れ
る
広
域
的
行
政
区
と
し
て
「
村
」
を
設
定
し
た

の

で
は
な
い
か
。

D
．
辺
境
地
域
の
村
表
示

　

E
．
内
国
の
要
衝
地
の
村
表
示

○
　
石
川
県
津
幡
町
加
茂
遺
跡
出
土
加
賀
郡
膀
示
札

　
　
「
符
深
見
村
口
郷
騨
長
井
諸
刀
弥
等
」

　

D
・
E
に
つ
い
て
は
、
4
節
・
5
節
で
詳
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
な
お
、
諸
史
料
の
な
か
で
、
「
○
郡
○
里
（
郷
）
○
村
」
と
書
く
場
合
と
「
○
郡
○
村
」

と
書
く
場
合
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
理
解
し
て
お
き
た

い
。　

郡
ー
里
ま
で
特
定
す
る
場
合
と
郡
の
み
の
特
定
で
問
題
が
な
い
場
合
と
の
違
い
が
、

村
の
規
模
な
ど
の
本
質
に
関
わ
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
『
日
本
霊
異

記
』
下
巻
第
十
六
に
は
、
「
加
賀
郡
畝
田
村
」
と
「
越
前
国
加
賀
郡
大
野
郷
畝
田
村
」

と
い
う
よ
う
に
、
両
表
記
を
用
い
て
い
る
が
、
両
者
は
簡
略
な
表
記
と
詳
細
な
表
記

と
理
解
さ
れ
、
村
の
規
模
の
違
い
と
は
な
ら
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

④
辺
境
の
地
と
「
村
」

　
東
北
地
方
の
大
規
模
な
村
の
場
合
、
城
柵
そ
し
て
令
制
郡
と
の
関
連
が
問
題
と
な

（1
0
）

る
。　

ま
ず
、
城
柵
と
郡
制
と
の
関
連
を
最
も
端
的
に
示
し
て
い
る
の
は
、
伊
治
城
と
栗
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原
郡
の
例
で
あ
る
。

　
　
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
（
七
六
七
）
年
十
月
辛
卯
条

　
　
勅
。
見
陸
奥
国
所
奏
。
即
知
伊
治
城
作
了
。
自
始
至
畢
。
不
満
三
旬
。

　
　
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
年
十
一
月
乙
巳
条
（
錯
簡
、
神
護
景
雲
三
年
六
月
九

　
　

日
乙
巳
に
お
く
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
）

　
　
置
陸
奥
国
栗
原
郡
。
本
是
伊
治
城
也
。

　

こ
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
神
護
景
雲
三
年
に
建
郡
し
た
栗
原
郡
は
、
も
と
伊
治
城
と

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
栗
原
郡
の
建
郡
記
事
直
後
の

　
　
史
料
5
5
　
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
六
月
丁
未
（
十
一
日
）
条
に

　
　
浮
宕
百
姓
二
千
五
百
余
人
置
陸
奥
国
伊
治
村
。

と
あ
り
、

　
さ
ら
に
降
っ
て
、

　
　
史
料
5
6
　
『
類
聚
国
史
』
延
暦
十
一
（
七
九
二
）
年
正
月
丙
寅
条

　
　
陸
奥
国
言
、
斯
波
村
夷
胆
沢
公
阿
奴
志
己
等
。
遣
使
請
日
。
己
等
思
帰
王
化
。

　
　
何

日
忘
之
。
而
為
伊
治
村
俘
等
所
遮
。
無
由
自
達
。
願
制
彼
遮
闘
。
永
開
降
路
。

　
　
（
下
略
）

と
あ
り
、
栗
原
郡
建
郡
後
に
お
い
て
も
、
「
伊
治
村
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
事
実
に
留

意
し
た
い
。

　

『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
五
（
七
九
六
）
年
十
一
月
戊
申
条
で
は
、

　
　
発
相
模
。
武
蔵
。
上
総
。
常
陸
。
上
野
。
下
野
。
出
羽
。
越
後
等
国
民
九
千
人
。

　
　
遷
置
陸
奥
国
伊
治
城
。

と
あ
り
、
伊
治
城
を
も
と
に
し
て
、
栗
原
郡
を
設
置
し
た
が
、
そ
の
約
三
十
年
後
に

大
規
模

な
移
住
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
伊

治
城
の
場
合
、
神
護
景
雲
元
年
の
造
営
記
事
は
伊
治
城
の
施
設
を
示
す
が
、
栗

原
郡
と
い
う
郡
制
に
直
結
す
る
伊
治
城
の
実
態
は
一
定
の
拡
が
り
を
も
つ
行
政
区
画

を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
伊
治
村
に
つ
い
て
は
、
一
応
二
通
り
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は

　　　　図5　古代東北地方の城柵
（『多賀城市史第1巻　原始・古代・中世』より）

栗
原
郡
が
い
ま
だ
確
立
せ
ず
混
迷
状
態
で
、
伊
治
村
と
称
し
た
と
解
す
る
。
も
う
一

つ

は
伊
治
村
か
ら
栗
原
郡
が
成
立
し
た
過
程
で
、
令
制
の
郷
な
ど
に
編
成
さ
れ
な
か
っ

た
従
来
通
り
の
未
編
戸
集
落
と
理
解
す
る
見
方
で
あ
る
。
こ
の
点
は
い
ず
れ
と
も
決

め
が
た
い
が
、
少
な
く
と
も
伊
治
村
の
意
味
は
「
伊
治
の
地
」
が
伊
治
城
造
営
、
そ

し
て
栗
原
郡
成
立
後
の
令
制
郡
確
立
過
程
で
、
不
調
な
状
況
下
に
置
か
れ
た
地
域
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。

　
伊
治
城
と
並
ん
で
、
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
の
が
、
出
羽
国
雄
勝
城
の
例
で
あ
る
。

次
に
そ
の
主
た
る
関
連
記
事
を
列
記
す
る
。

　
　
史
料
5
7

　
　

『
続

日
本
紀
』
天
平
五
（
七
三
三
）
年
十
二
月
己
未
条

　
　
　
出
羽
柵
遷
ゴ
置
於
秋
田
村
高
清
水
岡
づ
又
於
二
雄
勝
村
一
建
レ
郡
居
レ
民
焉
。

　
　

『
続

日
本
紀
』
天
平
九
（
七
三
七
）
年
正
月
丙
申
条

　
　
　
先
レ
是
。
陸
奥
按
察
使
大
野
朝
臣
東
人
等
言
。
従
二
陸
奥
国
「
達
二
出
羽
柵
づ
道

　
　
　
経
一
・
劃
↓
行
程
迂
遠
。
請
征
二
男
勝
村
一
以
通
二
直
路
づ
（
後
略
）
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『
続

日
本
紀
」
天
平
宝
字
元
（
七
五
七
）
年
七
月
戊
午
条

　
（前

略
）
久
奈
多
夫
礼
娘
所
註
誤
百
姓
波
京
土
履
牟
事
檬
弥
出
羽
国
州
脚

　
村
乃
柵
戸
ホ
移
賜
畝
宣
　
天
皇
大
命
乎
衆
聞
食
宣
。

『
続

日
本
紀
』
天
平
宝
字
二
（
七
五
八
）
年
十
二
月
丙
午
条

　
徴
コ
発
坂
東
騎
兵
。
鎮
兵
。
役
夫
。
及
夷
俘
等
↓
造
二
桃
生
城
。
小
勝
柵
↓
五

　
道
倶
入
。
並
就
二
功
役
↓

『
続

日
本
紀
』
天
平
宝
字
三
（
七
五
九
）
年
九
月
己
丑
条

　

（前
略
）
始
置
二
出
羽
国
雄
勝
。
平
鹿
二
郡
。
玉
野
。
避
翼
。
平
文
。
横
河
。

　
雄
勝
。
助
河
。
井
陸
奥
国
嶺
基
等
駅
家
↓

『
続

日
本
紀
』
延
暦
二
（
七
八
三
）
年
六
月
丙
午
朔
条

出
羽
国
三
口
。
宝
亀
十
一
年
。
雄
勝
。
平
鹿
二
郡
百
姓
。
為
レ
賊
所
レ
略
。
各
失
二
本

業
↓
彫
弊
殊
甚
。
更
建
二
郡
府
↓
招
⊃
集
散
民
↓
難
レ
給
二
口
田
↓
未
レ
得
二
休
息
づ

因
レ
慈
不
レ
堪
レ
備
コ
進
調
庸
↓
望
請
。
蒙
⊃
給
優
復
↓
将
レ
息
二
弊
民
↓
勅
給
レ
復

三
年
。

『
類
聚
三
代
格
』
天
長
七
（
八
三
〇
）
年
閏
十
二
月
二
十
六
日
謹
奏

　
増
⊃
加
出
羽
国
官
員
一
事

　
　大
少

目
各
言
玩
墾
C

　
　史
生
四
員
玩
順
言
人
「

　
右
彼
国
守
従
五
位
上
勲
六
等
少
野
朝
臣
宗
成
等
解
構
。
此
国
頃
年
戸
口
増
益

　
倉
庫
充
実
。
稽
二
干
遂
初
一
宴
為
二
般
繁
「
又
雄
勝
秋
田
等
城
及
国
府
戎
卒
未
レ

　
息
。
関
門
猶
閉
、
配
二
此
数
処
一
国
司
少
レ
員
。
方
今
難
二
干
文
不
レ
動
辺
城
静

　
謡
っ
而
材
狼
野
心
不
レ
可
レ
不
レ
慎
。
望
請
。
准
二
人
数
一
増
コ
加
官
員
一
者
。
（
後

　
略
）

『
三
代
実
録
』
元
慶
二
（
八
七
六
）
年
七
月
十
日
（
癸
卯
）
条

　

（前
略
）
秋
田
城
下
賊
地
者
。
上
津
野
。
（
中
略
）
焼
岡
十
二
村
也
。
向
化
俘

地
者
。
添
河
。
覇
別
。
助
川
三
村
也
（
中
略
）
其
雄
勝
城
承
二
十
道
一
之
大
衝

　
也
、
国
之
要
害
。
尤
在
二
此
地
コ
伍
遣
二
左
馬
大
允
藤
原
滋
実
。
左
近
衛
将
曹

　
　
　
兼
権
大
目
茨
田
貞
額
等
づ
以
二
雄
勝
。
平
鹿
。
山
本
三
郡
不
動
穀
コ
給
二
郡
内

　
　
　
及
添
河
。
覇
別
。
助
川
三
村
俘
囚
ゴ
（
後
略
）

　
天

平
九
年
条
に
よ
れ
ば
、
天
平
五
年
に
秋
田
村
高
清
水
岡
に
移
さ
れ
た
出
羽
柵
へ

至

る
陸
奥
国
か
ら
の
直
路
を
開
く
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
は
途
中
の

「
賊
地
男
勝
村
」
を
征
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
結
局
は
、
こ
の
時
点
で
は
男
勝
村

に
入
る
こ
と
な
く
計
画
は
中
途
で
終
り
、
二
〇
年
後
の
天
平
宝
字
三
年
に
至
っ
て
実

現

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
出
羽
国
小
勝
村
に
柵
戸
を
入
れ
、
坂
東
騎
兵
・

鎮

兵
・
役
夫
及
び
夷
俘
ら
を
動
員
し
て
、
陸
奥
国
の
桃
生
城
と
と
も
に
念
願
の
雄
勝

城
の
造
営
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
天
平
宝
字
三
年
九
月
に

は
出
羽
国
雄
勝
・
平
鹿
二
郡
が
置
か
れ
た
。

　
以
上
の
史
料
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
な
事
実
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

1
．
立
郡
記
事
は
城
柵
の
造
営
記
事
に
先
行
し
な
い
。

　
　

〔例
〕
伊
治
城
〈
七
六
七
〉
↓
栗
原
郡
〈
七
六
九
〉

　
　
　
　
　
志

（斯
）
波
城
〈
八
〇
三
〉
↓
斯
波
郡
〈
八
＝
〉

　
立
郡
記
事
の
見
え
な
い
も
の
も
、
郡
名
の
初
見
記
事
は
や
は
り
城
柵
名
に
は
先
行

し
な
い
。

　
　

〔例
〕
桃
生
城
〈
七
五
八
〉
↓
桃
生
郡
〈
七
七
一
〉

　
　
　
　
　
胆
沢
城
〈
八
〇
二
〉
↓
胆
沢
郡
〈
八
〇
四
〉

　
唯
一
の
例
外
は
雄
勝
城
の
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
天
平
五
年
の
雄
勝
村
に
郡
を
建

て

る
計
画
は
、
そ
の
後
の
天
平
九
年
条
に
「
男
（
雄
）
勝
村
」
、
天
平
宝
字
元
年
条
に

「
小
勝
村
」
と
継
続
し
て
見
え
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
立
郡
の
前
提
と
な
る
雄
勝
城

の

造

営
が
成
ら
な
か
っ
た
た
め
、
天
平
宝
字
年
間
に
よ
う
や
く
実
現
を
み
た
と
し
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
2
．
城
柵
の
造
営
↓
建
郡
の
前
段
階
は
「
出
羽
国
男
勝
村
」
「
陸
奥
国
桃
生
」
「
胆

　
　
沢
之
地
」
「
志
波
村
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

D
．
辺
境
地
域
の
村
表
示

○
　
『
三
代
実
録
』
　
　
「
秋
田
城
下
賊
地
者
。
上
津
野
。
（
略
）
焼
岡
十
二
村
也
。

64



・平川 南［古代における里と村］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
化
俘
地
者
。
添
河
。
覇
別
。
助
川
三
村
也
L

　
辺
境
の

地
に

お
け
る
蝦
夷
の
地
域
集
団
・
未
編
戸
集
落
が
そ
れ
ぞ
れ
村
と
称
さ
れ

た

と
み
て
よ
い
。

○
　
『
続
日
本
紀
』
　
　
「
出
羽
柵
遷
置
於
秋
田
村
高
清
水
岡
。
又
於
雄
勝
村
建
郡
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
焉
」

　
行
政

上
、
広
域
区
と
し
て
位
置
づ
け
た
未
編
戸
集
落
「
秋
田
村
」
「
雄
勝
村
」
は
、

城
柵
の
設
置
と
と
も
に
一
な
い
し
数
郡
の
令
制
郡
を
建
郡
し
う
る
規
模
で
あ
る
。

⑤
膀
示
札
「
深
見
村
口
郷
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
金
沢
市
の
北
、
津
幡
町
の
加
茂
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
加
賀
郡
膀
示
札
に
は
、
冒
頭

部
分
の
郡
符
の
宛
所
は
、

　
　
圃
符
　
深
見
村
口
郷
騨
長
井
諸
刀
弥
等

と
あ
る
。

　
膀
示
札
一
行
目
の
「
深
見
村
口
郷
」
に
あ
る
「
郷
」
の
上
は
一
文
字
想
定
さ
れ
る

が
、
墨
痕
が
ほ
と
ん
ど
み
え
な
い
（
実
際
は
膀
示
札
の
文
字
は
す
べ
て
墨
が
消
え
、
盛

り
上
が
っ
た
状
態
）
。
加
茂
遺
跡
の
地
お
よ
び
「
深
見
村
」
に
関
連
す
る
郷
名
と
し
て

は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
理
由
か
ら
英
多
郷
・
井
家
郷
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
加

茂
遺
跡
第
一
次
・
第
二
次
調
査
で
検
出
さ
れ
た
本
木
簡
と
同
一
遺
構
で
あ
る
大

溝
跡
か
ら
は
、
墨
書
土
器
「
英
太
」
（
『
和
名
抄
』
英
多
郷
の
こ
と
か
）
が
最
も
多
量

（大
溝
一
七
点
、
大
溝
以
外
で
六
点
）
に
出
土
し
て
い
る
。

　
『
和
名
抄
』
加
賀
国
加
賀
郡
の
郷
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
大
桑
・
大
野
・
芹
田
・
井
家
・
英
多
・
玉
文
・
駅
家
・
田
上

英
多
郷
、
井
家
郷
に
つ
い
て
の
考
証
は
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
英
多
郷
は
訓
は
「
江
多
（
え
た
）
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
地
名
を
継
承
す

　
　

る
中
世
の
荘
名
の
な
か
に
南
県
（
み
な
み
あ
が
た
）
荘
と
記
す
例
が
見
ら
れ
、

　

近
世
の

河
北
郡
英
田
郷
も
「
あ
が
た
」
と
読
ん
で
い
る
。
中
世
の
英
田
保
の
気

　

屋
村
、
英
田
南
保
に
能
勢
三
か
村
が
含
ま
れ
て
お
り
、
近
世
の
英
田
郷
も
、
南

　

は

舟
橋
・
能
瀬
村
か
ら
、
北
は
気
屋
・
興
津
村
に
及
ぷ
、
ほ
ぼ
同
じ
範
囲
の
通

　

称

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
古
代
の
英
多
郷
の
郷
域
も
、
近
世
の
英
田
郷
の

　

範
囲
に
近
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
明
治
四
〇
年
～
昭
和
二
九
年
に
は
河
北
郡

　
　
に
「
英
田
村
」
が
存
在
し
た
が
、
能
瀬
川
流
域
に
位
置
し
、
西
は
河
北
潟
に
面

　
す
る
。

　
　

井
家
郷
は
、
訓
は
「
為
乃
以
倍
（
い
の
い
へ
）
」
と
あ
り
、
郷
域
は
今
の
金
沢

　

市
域
北
部
か
ら
河
北
郡
津
幡
町
の
南
部
、
礪
波
丘
陵
の
西
麓
線
と
河
北
潟
東
岸

　
　
に
は
さ
ま
れ
た
細
長
い
沖
積
平
地
を
占
め
て
い
た
と
さ
れ
る
。
中
世
に
は
「
井

　

家
荘
」
と
し
て
『
吾
妻
鏡
』
建
久
元
（
一
一
九
〇
）
年
五
月
十
二
日
の
条
に

　
　
「
加
賀
国
井
家
庄
地
頭
都
幡
小
三
郎
隆
家
」
と
見
え
る
の
が
初
見
史
料
で
あ
る
。

　
　
明
治
二
二
年
～
昭
和
二
九
年
に
は
河
北
郡
に
「
井
上
村
」
が
存
在
し
た
が
、
津

　
　
幡
川
下
流
左
岸
に
位
置
し
、
西
は
河
北
潟
に
面
す
る
。

　
　
　
以
上
よ
り
、
加
茂
遺
跡
の
す
ぐ
北
に
「
英
多
郷
」
、
南
に
「
井
家
郷
」
が
近
接

　
　
し
て
比
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
ま
ず
加
茂
遺
跡
の
地
は
北
陸
道
の
能
登
へ
の
道
そ
し
て
河
北
潟
、
津
幡
津
な

　
　
ど
を
含
む
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
物
資
が
集
積
す
る
き
わ
め
て
重
要
な
地
域
と

　
　
い
え
よ
う
。

　
　
　
さ
ら
に
『
延
喜
式
』
（
兵
部
）
諸
国
駅
伝
馬
条
に
は
加
賀
郡
内
に
田
上
・
深
見
・

　
　
横
山
の
三
駅
が
所
在
し
て
い
た
。
少
な
く
と
も
、
深
見
駅
は
確
実
に
深
見
村
に

　
　
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
朝
倉
・
潮
津
・
安
宅
・
比
楽
・

　
　
　
加
賀
国
駅
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
田
上
・
深
見
・
横
山
各
五
疋

　
E
．
内
国
の
要
衝
地
の
村
表
示

　
律
令
国
家
の
重
要
な
施
設
が
密
集
し
、
交
通
の
要
地
と
さ
れ
る
地
域
は
、
種
々
の

過
重

な
負
担
が
想
定
さ
れ
、
郷
や
駅
家
が
単
独
で
対
処
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
数
郷

分

を
統
括
し
た
広
域
行
政
区
の
設
定
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
特
別
な
広
域
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行
政
区
と
し
て
は
、
郡
ー
里
制
と
は
異
な
る
柔
軟
性
の
あ
る
単
位
表
示
「
村
」
が
活

用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
加
茂
遺
跡
の
地
を
深
見
村
の
中
心
と
み
な
し
、
郡
符
の
宛
所
が
「
深

見
村
口
郷
騨
長
井
諸
刀
弥
等
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
万
葉
集
』
お
よ
び
膀
示
礼
の

「
深
見
村
」
は
英
多
郷
お
よ
び
井
家
郷
お
よ
び
深
見
駅
を
包
括
し
て
い
る
も
の
と
読
み

と
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
深
見
村
の
場
合
も
勿
論
、
地
域
単
位
名
称
と
し
て
「
深
見
村
」
が
存
在
し
、
そ
の

地
域
名
称
を
広
域
行
政
区
の
総
称
と
し
た
と
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
最
新
の
資
料
を
例
に
あ
げ
る
な
ら
ば
、
新
潟
県
柏
崎
市
に
所
在
す
る
箕
輪
遺
跡
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ら
出
土
し
た
木
簡
に
「
駅
家
村
」
の
語
が
み
え
、
注
目
さ
れ
た
。

　
　
牒
　
三
宅
史
御
所
　
雁
口
口
口
口
口
井
口

　
　
［
時
力
］

　
　
口

不
過
可
到
来
於
駅
家
村
勿
口
口

　
牒
の
書
式
の
文
書
木
簡
で
あ
る
。
三
宅
史
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
、
裏
面
に
「
可

到
来
於
駅
家
村

（駅
家
村
に
到
来
す
べ
し
）
」
と
駅
家
村
へ
来
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
て

い

る
。
駅
家
は
律
令
成
立
期
以
降
に
設
置
さ
れ
た
の
で
、
「
駅
家
村
」
は
建
郡
以
前
の

表
記
と
し
て
の
村
で
は
な
い
。

　

こ
の
木
簡
の
「
駅
家
村
」
の
表
記
は
、
A
．
地
点
表
示
・
領
域
表
示
の
う
ち
の
◎

地
点
表
示
D
到
来
地
点
表
示
に
属
す
る
と
判
断
で
き
る
。

⑥
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

1
．
史
料
軸

　
古
代
の
「
村
」
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
史
料
の
性
格
を
考
え
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
律
令
行
政

は
、
国
ー
郡
－
里
制
を
基
本
と
し
て
遂
行
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
正
史
．

律
令
行
政
文
書
は
里
名
表
記
を
原
則
と
し
、
国
ー
郡
ー
里
ー
村
の
よ
う
に
地
点
表
示

と
し
て
村
を
表
記
す
る
の
を
は
じ
め
、
未
編
戸
村
落
の
「
村
」
表
記
、
遷
都
地
、
辺

境
の

村
な
ど
、
固
有
の
村
名
を
表
記
し
て
い
る
。
正
史
お
よ
び
律
令
収
取
体
系
下
の

木
簡
・
調
庸
布
な
ど
は
、
国
－
郡
ー
里
制
に
も
と
つ
い
て
記
載
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
ま
で
主
と
し
て
律
令
行
政
文
書
世
界
で
は
、
全
般
的
に
国
ー
郡
ー
里
制
に
関
わ

る
史
料
が
目
立
つ
傾
向
を
示
し
て
い
た
。
そ
し
て
地
点
表
示
・
領
域
表
示
の
際
に
は
、

ま
ず
律
令
行
政
区
画
と
し
て
の
国
ー
郡
ー
里
で
表
示
し
た
う
え
に
、
地
点
・
領
域
を

示
す
「
村
」
を
記
載
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
正
史
・
律
令
行
政
文
書
以
外
の
史
料
は
、
ま
ず
里
の
前
身
と
し
て
の
村
を

表
記
し
て
い
る
。
ま
た
文
学
な
ど
は
あ
え
て
律
令
行
政
区
画
と
し
て
の
里
名
を
避
け

て

地
域
社
会
に
根
ざ
し
た
村
名
を
表
記
し
て
い
る
。
風
土
記
・
万
葉
集
や
土
地
売
券
・

荘
園
史
料
、
さ
ら
に
新
撰
姓
氏
録
・
行
基
年
譜
な
ど
幅
広
い
歴
史
史
料
に
は
村
の
表

記
が
頻
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ら
の
二
群
の
史
料
の
な
か
で
共
通
す
る
村
の
特
質
は
、
集
落
単
位
を
指
し
、

な
お
か
つ
一
定
の
領
域
を
有
し
、
そ
の
規
模
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
と
考
え
ら
れ
る
。
い

い

か
え

れ
ば

村

は
、
里
制
の
よ
う
に
五
十
戸
と
い
う
一
定
の
粋
が
な
い
こ
と
を
大
き

な
特
徴
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
村
の
特
質
に
照
ら
し
て
、
上
記
の
A
～
E
の
類
型
を
さ
ら
に
整
理
す
る
な

ら
ば
、
次
の
よ
う
に
区
分
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
①
地
点
・
領
域
表
示
ー
村
の
特
質
そ
の
ま
ま
適
用

　
　

A
．
地
点
表
示
・
領
域
表
示

　
　
　
④
　
土
地
の
所
在
地
表
示

　
　
　
◎
　
地
点
表
示

　
　
　
◎
　
住
居
地
表
示

　
　
B
．
評
ー
五
十
戸
（
里
）
制
施
行
以
前
の
集
落
表
示

　
②
大
小
自
在
の
領
域
表
示
ー
行
政
区
画
表
示
と
し
て
補
完
・
活
用

　
　
C
．
遷
都
地
・
離
宮
地
の
村
表
示

　
　
D
．
辺
境
地
域
の
村
表
示

　
　
E
．
内
国
の
要
衝
地
の
村
表
示
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68



平川 南［古代における里と村］

　
①

A
・
B
は
、
あ
く
ま
で
も
集
落
単
位
お
よ
び
一
定
の
領
域
を
表
示
す
る
村
本
来

の

性
格
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
一
方
②
C
・
D
・
E
は
、
「
村
」
の
も
つ
柔
軟
性
の
あ

る
単
位
表
示
を
存
分
に
活
用
さ
せ
、
あ
る
時
は
拡
大
さ
せ
て
、
編
戸
に
基
礎
を
お
く

固
定
的
な
律
令
行
政
区
画
の
郡
ー
里
制
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
高
度
な
行
政
的

機
能
を
も
た
せ
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
、
「
村
」
表
記
の
特
質
は
、
①
地
点
・
領
域
表
示
で
あ
る
。
こ
の
特

質
を
利
用
し
、
国
ー
郡
－
里
と
い
う
律
令
行
政
機
構
を
補
完
し
、
新
た
な
行
政
区
画

単

位
と
し
て
「
村
」
の
機
能
を
活
用
・
昇
華
し
た
の
が
、
②
遷
都
地
・
離
宮
地
の

「
村
」
、
辺
境
の
地
に
お
け
る
大
規
模
な
「
村
」
、
そ
し
て
内
国
に
お
け
る
要
衝
地
「
深

見
村
」
の
例
で
は
な
い
か
。

　

2
．
時
間
軸

　
つ
ぎ
に
は
、
「
村
」
の
性
格
の
変
化
を
考
え
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
D
　
一
定
の
集
落
単
位
を
村
と
呼
称
す
る
。

　
　
○
『
播
磨
国
風
土
記
』
錺
磨
郡
条

　
　
　
　
　
　
　
し
ら
く
に

　
　
　
枚
野
の
里
新
羅
訓
の
村
．
筥
岡
右
、
枚
野
と
称
ふ
は
昔
、
少
野
た
り
き
。
故
、
枚

　
　
　
野

と
号
く
。
新
良
訓
と
号
く
る
所
以
は
、
昔
、
新
羅
の
国
の
人
、
来
朝
け
る

　
　
　
時
、
此
の
村
に
宿
り
き
。
故
、
新
羅
訓
と
号
く
。
山
の
名
も
同
じ
．

　
渡
来

し
た
人
が
最
初
に
居
を
構
え
た
所
を
村
と
称
し
て
い
る
。

　
の
　
そ
の
集
落
単
位
を
核
と
し
て
編
戸
す
る
（
五
十
戸
・
里
）
1
里
と
村
の
併
存
ー

　
　
○
奈
良
県
石
神
遺
跡
出
土
木
簡

　
　
　
（
表
）
乙
丑
年
十
二
月
三
野
国
ム
下
評

　
　
　
（
裏
）
大
山
五
十
戸
造
ム
下
部
知
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
　
　
　
　
　
口
人

田
部
児
安
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
×
二
九
×
四
　
〇
三
二

　
乙

丑
年

1
1
六
六
五
年
に
す
で
に
五
十
戸
‖
里
の
編
戸
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
て
い
る
。

　
　
○
『
播
磨
国
風
土
記
』
錺
磨
郡
条

　
　
　
少
川
の
里
高
瀬
の
村
（
略
）
（
志
貴
の
）
嶋
の
宮
に
御
宇
し
め
し
し
天
皇
の
み
世
、

　
　
　
私
部
の
弓
束
等
が
祖
、
田
又
利
君
鼻
留
、
此
の
処
を
請
ひ
て
居
り
き
。
故
、

　
　
　
私
の

里

と
号
く
。
以
後
、
庚
寅
の
年
、
上
野
の
大
夫
、
宰
た
り
し
時
、
改
め

　
　
　
て

小
川
の
里
と
為
す
。
（
下
略
）

　

「
庚
寅
年
」
（
持
統
天
皇
四
年
〈
六
九
〇
〉
）
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
編
戸
制
の
起

点
と
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
庚
寅
年
籍
の
実
施
さ
れ
た
年
に
あ
た
る
。
風
土
記
に
よ
れ
ば
、

こ
の
庚
寅
年
に
村
が
編
戸
さ
れ
、
里
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
注
意
せ
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
、
郡
ー
里
制
が
実
施
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
五
十
戸
単

位
の
編
戸
で
あ
り
、
地
域
社
会
に
は
集
落
単
位
と
し
て
の
村
は
存
続
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
た
だ
国
ー
郡
ー
里
制
下
に
お
い
て
は
、
未
編
戸
集
落
も
「
材
」
と
称
さ
れ
る

が
、
「
村
」
1
1
未
編
戸
集
落
で
は
な
い
。
膀
示
札
に
み
え
る
「
深
見
村
」
は
律
令
行
政

区
画
と
し
て
編
戸
さ
れ
た
里
や
駅
家
を
包
括
す
る
賦
課
の
単
位
呼
称
と
し
て
扱
わ
れ

た
と
考
え
ら
れ
、
新
た
に
編
戸
し
た
も
の
と
み
る
必
要
は
な
い
。

　
以
上
に

述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
、

　
冒
頭
に
紹
介
し
た
鬼
頭
氏
の
史
料
分
析
に
よ
る
村
の
七
つ
の
属
性
と
小
稿
の
整
理

し
た
村
の
特
質
と
は
基
本
的
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
。

　
村

は
、
①
人
間
の
現
実
の
居
住
区
で
あ
り
、
②
土
地
の
所
在
を
示
す
場
合
も
あ
る
。

ま
た
③
「
村
長
」
「
村
刀
祢
」
の
よ
う
な
独
自
の
身
分
秩
序
を
有
し
、
④
宗
教
活
動
の

一
単
位
と
し
て
機
能
す
る
場
合
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
①
～
④
は
特
に
問
題
は
な
い
が
、
⑤
～
⑦
は
、
以
下
に
指
摘
す
る
点
を
考

慮
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
⑤

「
村
」
は
公
の
租
税
賦
課
に
関
連
し
て
み
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
根
拠
は

藤
原
宮
出
土
の
木
簡
に
「
紀
伊
国
海
部
郡
口
里
木
本
村
海
部
宇
手
調
」
と
み
え
る
も

の

で

あ
る
。
す
で
に
吉
岡
眞
之
氏
が
こ
の
「
木
本
村
」
は
「
租
税
収
取
の
単
位
」
と

し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
海
部
宇
手
の
居
住
区
を
表
わ
し
た
に
す
ぎ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
⑥
・
⑦
の
編
戸
に
関
わ
る
属
性
も
、
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3
．
今
後
の
課
題

　

－
出
土
文
字
資
料
と
地
域
名
称
ー

　
律
令
国
家
の
国
・
郡
・
里
制
と
異
な
る
地
域
名
が
近
年
、
全
国
各
地
の
発
掘
調
査

に

よ
っ
て
数
多
く
出
土
文
字
資
料
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
そ

の

遺
跡
の

一
つ
島
根
県
玉
湯
町
の
玉
造
工
房
跡
と
さ
れ
る
蛇
喰
遺
跡
出
土
の
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

器
に

は

約
四

〇
〇
点
の
ヘ
ラ
書
き
文
字
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
「
林
」
　
「
林
」
は
、
出
雲
国
意
宇
郡
内
の
「
拝
志
郷
」
に
相
当
し
、
現
在
も
玉
湯

　
　
　
町
の

西
部
に
林
村
と
い
う
大
字
が
あ
る
。

　
「
忌
」
　
「
忌
」
は
、
意
宇
郡
内
の
「
忌
部
郷
」
に
相
当
し
、
現
在
も
玉
湯
町
に
隣

　
　
　
接
す

る
松
江
市
西
忌
部
町
が
存
在
し
て
い
る
。

　
「
由
」
　
「
由
」
は
、
た
と
え
ば
『
和
名
抄
』
に
よ
れ
ば
、
石
見
国
迩
摩
郡
の
湯
泉

　
　
　
郷

を
「
由
」
と
訓
じ
、
但
馬
国
二
方
郡
の
温
泉
郷
を
「
由
」
と
訓
じ
て
い
る
。

　
　
　

こ
の
場
合
の
「
由
」
は
あ
く
ま
で
も
訓
み
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
「
由
」

　
　
　
は

湯
に

通

じ
、
玉
造
温
泉
の
地
、
現
玉
湯
町
を
指
す
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
「
白
田
原
」
「
白
田
」
「
白
」
　
『
出
雲
国
風
土
記
」
意
宇
郡
条
に
よ
れ
ば
、
「
黒
田
の

　
　
　
駅
　
郡
家
と
同
じ
き
処
な
り
。
郡
家
の
西
北
の
か
た
二
里
に
黒
田
の
村
あ
り
。

　
　
　
土
の

体
、
色
黒
し
。
故
、
黒
田
と
い
ふ
。
（
下
略
）
」
と
み
え
る
。
こ
の
「
黒

　
　
　
田
」
の
地
名
起
源
説
話
を
参
考
と
す
れ
ば
、
「
白
田
原
」
お
よ
び
「
白
田
」
は
、

　
　
　
地
味
に
も
と
つ
く
命
名
と
推
測
で
き
よ
う
。

　
蛇

喰
遺
跡
出
土
の
須
恵
器
記
載
文
字
は
、
そ
の
部
位
と
記
載
文
字
が
明
ら
か
に
対

応

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
白
田
」
の
場
合
は
、
圷
ま
た
は
皿
は
底
部
外
面
に
、
蓋

図11龍角寺五斗蒔瓦窯跡とその周辺
　〔働印旙郡市文化財センター　作図〕

《　》は江戸時代以前

　に見られる地名

1．五斗蒔瓦窯

2．龍角寺瓦窯

3．天福遺跡
4．龍角寺
5．尾上遺跡
6．大畑遺跡
7．酒直遺跡
8、龍角寺古墳群

9．南羽鳥古墳群
10．竜台古墳群

11．北辺田古墳群

12．大竹古墳群

13．上福田古墳群

14．八代台古墳群

15．山口古墳群

16．宝田・押畑古墳群

17．天王・船塚古墳群
18．勝福寺古墳群

19．五郎台古墳群

本
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
国
ー
郡
ー
里
制
下
に
お
い
て
は
、
未
編
戸
集
落
は
「
村
」

と
表
記
さ
れ
る
が
、
「
村
」
1
1
未
編
戸
集
落
で
は
な
い
。

　
結
論
的
に
い
え
ぱ
、
村
の
特
質
は
鬼
頭
氏
が
指
摘
す
る
個
別
の
属
性
（
し
か
も
「
…

を
示
す
場
合
も
あ
る
」
と
い
う
分
析
法
）
で
は
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
く
、
異
な
る

史
料
群
の
な
か
で
共
通
し
て
確
認
で
き
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
の
で
あ
る
。

は
内
面
に
、
そ
れ
ぞ
れ
記
銘
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
同
一
時
期
の
一
括
資
料
で
あ

り
、
記
載
文
字
が
須
恵
器
の
製
作
工
人
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て

い

る
と
判
断
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
記
銘
目
的
は
明
ら
か
に
工
人
の
識
別
に
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の

よ
う
な
「
林
」
「
忌
」
「
由
」
「
白
田
原
」
な
ど
の
ヘ
ラ
書
き
文
字
は
、
遺
跡

周
辺
の
地
名
と
理
解
で
き
る
。

　

こ
の
蛇
喰
遺
跡
と
全
く
同
様
な
例
は
、
千
葉
県
印
旛
郡
栄
町
龍
角
寺
五
斗
蒔
瓦
窯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

跡
出
土
の
ヘ
ラ
書
き
瓦
で
あ
る
。
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「
服
止
F
」
「
皮
止
匡
」
は
「
ハ
ト
リ
」
と
訓
み
、
「
服
部
」
を
字
音
で
表
記
し
た

も
の
で
あ
る
。
現
在
、
五
斗
蒔
瓦
窯
跡
の
す
ぐ
東
に
成
田
市
「
羽
鳥
」
と
い
う
地
名

が

あ
る
。
ま
た
、
「
朝
布
」
は
「
ア
ソ
フ
（
ウ
）
」
と
訓
み
、
古
代
の
下
総
国
埴
生
郡

の

『
和
名
抄
』
に
み
え
る
「
麻
在
（
生
）
」
郷
に
相
当
し
、
現
在
、
五
斗
蒔
瓦
窯
跡
の

す

ぐ
北
に
「
麻
生
」
と
い
う
地
名
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
地
名
は
、
玉
造
工
房
お
よ
び
瓦
工
房
の
生
産
に
従
事
し
た
工
人
集
団
が

住
む

地
域

名
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
地
名
こ
そ
が
、
共
同
体
の
生
産
単
位
を
示
す
地

域
名
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
名
の
あ
り
方
は
、
さ
ら
に
数
多
く
の
出
土
文
字
資
料
に
よ
っ
て
、

そ

の

実
態
が

し
だ
い
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
資
料
（
と
く
に
墨

書
土
器
）
は
、
国
郡
里
（
郷
）
制
下
の
里
（
郷
）
名
に
該
当
せ
ず
、
し
か
も
現
在
、
字
名

等
で
遺

る
地
域
名
で
あ
る
。

喫
立
β

「皮
止
区
」
‖
服
部

弾
￥
γ

「神
布
」
1
1
公
（
津
）

「神
員
」
‖
公
（
津
）

「
朝
布
」
‖
麻
布
・
麻
生

赤
友

「
赤
加
」
1
1
赤
（
浜
）

本
率

「
水
津
」砥
竺
貧

「皮
ホ
負
」
‖
埴
生

図12　龍角寺五斗蒔瓦窯跡出土のヘラ書き瓦
〔働印旙郡市文化財センター　写真提供・作図〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
古
代
東
国
の
墨
書
土
器
に
関
し
て
一
、
二
例
あ
げ
て
お
き
た
い
。

　
草
刈
遺
跡
は
千
葉
県
市
原
市
草
刈
に
所
在
す
る
。
八
世
紀
前
半
の
土
師
器
杯
に

「
草
苅
於
寺
杯
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
た
。
「
於
寺
」
は
、
「
上
寺
」
と
同
じ
で
、
お
そ
ら

く
古
代
の
草
刈
地
域
に
「
上
寺
」
「
下
寺
」
が
存
在
し
、
地
域
民
の
篤
い
信
仰
を
集
め

た
と
推
測
さ
れ
る
。
千
葉
県
佐
倉
市
坂
戸
に
所
在
す
る
坂
戸
遺
跡
群
広
遺
跡
か
ら
は
、

「
坂
津
寺
」
と
墨
書
さ
れ
た
九
世
紀
中
頃
の
土
師
器
杯
が
出
土
し
て
い
る
。
「
坂
津
」
1
1

「
坂

戸
」
で
あ
る
の
で
、
坂
津
（
戸
）
地
域
の
人
々
の
寺
を
「
坂
津
寺
」
と
称
し
て
い

た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
寺
は
伽
藍
、
瓦
葺
な
ど
を
も
つ
寺
院
で
は
な
く
、
古

代
集
落
内
の
い
わ
ゆ
る
”
村
落
内
の
寺
”
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
「
草
苅
於
寺
杯
」
「
坂
津
寺
」
は
、
共
同
体
の
信
仰
単
位
を
示
す
地
域
名
と
み
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
古
代

東
国
の
神
社
支
配
の
拠
点
で
あ
る
香
取
神
宮
の
近
く
に
あ
る
千
葉
県
佐
原
市

吉

原
の
地
に
、
吉
原
三
王
遺
跡
が
所
在
す
る
。
こ
の
吉
原
三
王
遺
跡
の
竪
穴
住
居
跡

か

ら
多
量
の
墨
書
土
器
（
九
世
紀
頃
）
が
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
吉
原
仲

家
」
「
吉
原
大
畠
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
目
立
っ
て
い
る
。
現
在
の
佐
原
市
内
に
字
名

「
吉
原
」
が
存
在
し
、
遺
跡
の
立
地
す
る
地
点
が
吉
原
の
地
で
あ
り
、
遺
跡
名
と
な
っ

て

い

る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

　
た

だ
、
地
域
名
＋
村
”
と
記
さ
れ
た
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
ヘ
ラ
書
須
恵
器
．
瓦
や

墨
書
土
器
に
は
、
現
段
階
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
こ
れ
ら
の
文
字
資
料
は
、
何
よ
り
も
共
同
体
の
生
産
単
位
や
信
仰
単
位
を

意
味
し
て
お
り
、
一
定
の
地
域
集
団
の
呼
称
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
け
に
、

「
村
」
と
き
わ
め
て
類
似
し
た
も
の
と
う
け
と
め
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
の

生
産
単

位
や
信
仰
単
位
を
示
す
地
域
名
こ
そ
が
、
例
え
ば
ヘ
ラ
書
き
の
「
林
」
が
意

宇
郡
拝
志
郷
に
通
じ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
地
名
の
一
つ
を
里
（
郷
）
名
に
採
用
し
た

に

す
ぎ
な
い
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
点
で
も
、
近
年
の
出
土
文
字
資

料
に

み
え

る
地
名
は
、
郡
ー
里
制
と
い
う
行
政
区
画
に
隠
さ
れ
て
し
ま
っ
た
地
域
社

会
の
実
相
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
墨
書
土
器
の
地
名
表
記
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が
村

と
深
く
関
連
す
る
と
想
定
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
○
○
村
」
と
表
記
す
る

例

を
み
な
い
の
は
、
墨
書
土
器
の
本
質
が
律
令
文
書
行
政
の
延
長
上
に
位
置
す
る
こ

麺
に
強
く
規
制
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
墨
書
土
器
は
役
所
・
集

落
い
ず
れ
の
場
合
も
主
と
し
て
饗
応
行
為
に
も
と
つ
く
も
の
と
理
解
さ
れ
、
そ
こ
に

記
す

地
名
表
示
は
あ
く
ま
で
も
籍
帳
に
よ
る
国
－
郡
ー
里
（
郷
）
を
表
記
し
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

　
小

稿
は
あ
く
ま
で
も
古
代
史
料
に
み
え
る
「
村
」
表
記
か
ら
里
と
の
関
係
お
よ
び

古
代
の
村
の
特
質
を
鮮
明
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

「
村
」
表
記
の
特
質
は
地
点
・
領
域
表
示
で
あ
り
、
こ
の
特
質
を
利
用
し
て
国
ー

郡

ー
里
と
い
う
律
令
行
政
機
構
を
補
完
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
新
た
な

行
政
区
画
単
位
と
し
て
「
村
」
の
機
能
を
活
用
・
昇
華
し
た
の
が
、
遷
都
地
・
離
宮

勤　　　　　、

』”

「
草
苅
於
寺
圷
」

市原市草刈遺跡

　
　
　

「
吉
原
大
畠
」

　
、，、（＼戸

佐倉市高岡・長熊
廃寺

「高
毘
（
岡
）
寺
」

「吉
原
大
畠
」

≡一℃　／

認三7
「
坂
津
寺
」

、「
吉
原
仲
家
」

、

≡三≡⊆；

一L＿づ「吉
原
仲
家
」

佐原市吉原三王遺跡

佐倉市坂戸遺跡群
広遺跡

　　　　　図13　千葉県内の地名を冠した墨書土器
〔千葉県『出土文字資料集成（「千葉県の歴史資料編古代」別冊）』より〕

地
の

「
村
」
、
辺
境
の
地
に
お
け
る
大
規
模
な
「
村
」
、
そ
し
て
最
古
の
お
触
れ
書
き

で

あ
る
石
川
県
加
茂
遺
跡
出
土
の
膀
示
札
に
み
え
る
「
深
見
村
」
の
例
で
は
な
い
か
。

　
近
年
、
各
地
の
出
土
文
字
資
料
に
み
え
る
地
域
名
は
、
お
そ
ら
く
「
村
」
に
深
く

関
連
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
を
有
力
な
手
が
か
り

に
、
史
料
的
に
大
き
く
制
約
さ
れ
て
い
る
「
村
」
の
結
合
の
あ
り
方
や
編
成
原
理
の

解
明
を
試
み
た
い
。

註（
1
）
　
平
川
南
監
修
・
働
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編
『
発
見
！
古
代
の
お
触
れ
書
き
1
石
川

　

県
加
茂
遺
跡
出
土
加
賀
郡
膀
示
札
ー
』
、
大
修
館
書
店
　
二
〇
〇
一
年
。

（
2
）
　
吉
岡
眞
之
「
郡
と
里
と
村
」
「
日
本
村
落
史
講
座
第
四
巻
、
政
治
1
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九

　
　
一
年
。

（
3
）
鬼
頭
清
明
「
郷
・
村
・
集
落
」
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
二
二
集
、
一
九
八
九

　
年
。

（
4
）
　
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
続
日
本
紀
四
』
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
な
お
、
参
考
ま
で
に
、

　

本
条
の
後
半
の
村
表
記
に
関
わ
る
部
分
の
同
書
の
補
注
2
9
⊥
二
六
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　

下
総
国
結
城
郡
少
塩
郷
少
嶋
村
か
ら
常
陸
国
新
治
郡
川
田
郷
受
津
村
に
い
た
る
河
道
が
、

　
　
　

当
初
の
計
画
と
同
じ
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
旧
河
道
は
現
在
の
茨
城
県

　
　
　

結
城
市
山
王
・
水
海
道
、
結
城
郡
八
千
代
町
佐
野
・
瀬
戸
井
か
ら
下
妻
市
桐
ヶ
瀬
に
い
た

　
　
　

る
帯
状
の
低
地
帯
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
旧
河
道
は
、
長
く
下
総
国
結
城
郡
と

　
　
　

常
陸
国
真
壁
郡
と
の
境
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
『
八
千
代
町
史
』
通
史
編
、
「
結
城

　
　
　

市
史
』
四
）
。
新
河
道
は
、
蛇
行
し
て
湾
曲
し
た
旧
河
道
の
洪
水
を
避
け
る
た
め
、
少
嶋
村

　
　
　

か

ら
受
津
村
ま
で
、
ほ
ぼ
現
在
の
流
路
の
よ
う
に
改
修
し
た
の
で
あ
る
。

（
5
）
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
7
』
一
九
七
〇
年
。
木
簡
の

　

年
代

は
、
同
一
層
位
の
共
伴
の
木
簡
に
「
天
長
五
年
」
（
八
二
八
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
九
世
紀

　

前
半
と
判
断
さ
れ
る
。

（
6
）
　
同
『
藤
原
宮
出
土
木
簡
5
』
一
九
八
一
年
。

（
7
）
　
同
『
平
城
宮
木
簡
二
』
木
簡
番
号
二
七
一
五
、
一
九
七
五
年
。

（
8
）
　
同
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
1
8
』
一
九
八
五
年
。

（
9
）
　
木
簡
学
会
『
木
簡
研
究
』
二
四
、
二
〇
〇
二
年
。

（
1
0
）
　
拙
稿
「
古
代
に
お
け
る
東
北
の
城
柵
に
つ
い
て
」
「
日
本
史
研
究
』
二
三
六
、
一
九
八
二
年
四

　
月
。

（
1
1
）
　
註
（
1
）
に
同
じ
。
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（
1
2
）
　
高
橋
保
「
新
潟
・
箕
輪
遺
跡
」
『
木
簡
研
究
』
二
二
、
二
〇
〇
二
年
。

（
1
3
）
　
奈
良
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部
「
石
神
遺
跡
発
掘
調
査
（
第
一
五
次
）
現

　

地
説

明
会
資
料
」
二
〇
〇
二
年
＝
月
二
三
日

（
1
4
）
　
註
（
2
）
に
同
じ
。

（
1
5
）
　
拙
著
『
墨
書
土
器
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
1
6
）
　
㈱
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
千
葉
県
印
旛
郡
栄
町
龍
角
寺
五
斗
蒔
瓦
窯
跡
』
一
九
九
七

　
　
年
。

（
1
7
）
　
千
葉
県
内
の
遺
跡
出
土
の
墨
書
土
器
に
つ
い
て
、
そ
の
出
土
例
は
、
千
葉
県
『
出
土
文
字
資

　
　
料
集
成
（
「
千
葉
県
の
歴
史
　
資
料
編
　
古
代
」
別
冊
）
』
一
九
九
六
年
）
に
よ
る
。

（1
8
）
　
註
（
1
5
）
に
同
じ
（
三
六
二
頁
参
照
）
。

離
宮
の
地
お
よ
び
「
男
勝
村
」
「
胆
沢
村
」
な
ど
の
辺
境
の
地
の
村
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
十
分
に
説

明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
し
、
氏
の
「
村
」
の
解
釈
で
は
説
明
し
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）

（
二
〇
〇
三
年
三
月
一
八
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
五
月
九
日
審
査
終
了
）

〔補
註
〕

　
成
稿
後
に
、
山
尾
幸
久
氏
の
「
国
家
掌
握
下
の
地
域
共
同
組
識
「
村
」
L
（
『
日
本
古
代
国
家
と
土
地

所
有
』
第
四
章
第
二
部
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
二
月
）
が
発
表
さ
れ
た
。
古
代
の
里
と
村
に

つ
い
て

全
面
的
に
論
を
展
開
し
て
お
り
、
本
来
な
ら
ば
詳
細
に
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
今
は
主

要
な
論
点
と
問
題
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
な
お
、
結
論
的
に
小
稿
と
は
史
料
分
析
の
視
角

を
異
に
し
て
お
り
、
小
稿
の
意
義
を
大
き
く
変
え
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

　
氏

は
ま
ず
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
里
と
村
の
関
係
に
つ
い
て
、
杉
本
一
樹
氏
　
〔
「
編
戸
制
再
検
討
の
た
め
の
覚
書
」
（
『
日
本
古
代
文

書
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
〕
は
、
国
司
の
指
揮
監
督
下
、
郡
司
が
標
準
課
口
数
に
で

き
る
だ
け
近
付
く
よ
う
に
、
二
～
三
の
村
落
を
五
十
戸
の
形
に
編
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
ま

た

鬼
頭
氏
は
、
「
村
」
を
人
々
の
社
会
生
活
に
密
着
し
、
地
域
的
範
囲
を
も
つ
「
共
同
団
体
」
と
見
ら

れ
、
国
家
の
支
配
単
位
で
あ
る
「
里
（
郷
）
」
は
こ
の
社
会
組
織
を
利
用
し
て
編
成
さ
れ
た
と
し
た
。

こ
の
二
氏
の
見
解
は
ほ
ぼ
妥
当
な
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
、
山
尾
幸
久
氏
は
こ
の
二
氏
の
見

解

に
賛
意
を
表
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
五
十
戸
里
制
の
編
成
は
「
村
」
共
同
体
の
機
能
を
活
用
し
た
に

違
い
な
い
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
強
調
し
て
い
る
。

　

「
村
」
は
「
弥
生
式
時
代
」
以
来
の
「
自
然
生
的
秩
序
」
で
「
集
合
」
し
て
い
る
「
集
落
」
な
ど

で

は
な
く
、
六
世
紀
以
後
の
国
家
支
配
下
に
結
成
さ
れ
た
共
同
組
織
で
あ
ろ
う
。
五
十
戸
組
識
の
よ

う
な
画
一
性
は
な
く
「
村
」
に
大
小
が
あ
っ
た
の
は
当
然
だ
が
、
あ
る
程
度
の
範
囲
内
に
収
ま
る
類

同
性
を
も
も
っ
て
い
た
可
能
性
は
認
め
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
さ
ら
に
「
戸
」
こ
そ
、

複
数
の
「
村
」
を
対
象
に
家
長
五
十
人
を
戸
主
に
指
定
し
、
親
族
の
絆
に
よ
っ
て
「
村
」
の
「
家
」

を
分
属
さ
せ
、
国
家
の
搾
取
に
共
同
の
責
任
を
負
わ
せ
る
組
識
と
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
山
尾
氏
の
見
解
は
、
小
稿
に
お
け
る
上
記
の
資
料
に
も
と
つ
く
整
理
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

編
戸
制
以
降
に
お
い
て
、
地
点
表
示
な
ど
の
時
、
あ
え
て
「
村
」
表
記
を
多
用
し
て
い
る
事
実
と
、

や

は
り
「
里
」
と
「
村
」
は
本
来
的
に
異
質
な
編
成
原
理
を
有
し
て
い
た
点
か
ら
判
断
し
て
容
易
に

は

首
肯
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
山
尾
氏
の
分
析
で
は
「
紫
香
楽
村
」
「
長
岡
村
」
な
ど
、
遷
都
・
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Materials　for　the　Study　of　M〃凋∂and　S∂拓in　Ancient　Japan

HIRAKAWA，　Minami

The　administrative　Units　of∫α’o　and〃2μγαwere　the　end　points　of　ancient　Japan’s　regional

administrative　apparatus．　Despite　an　enormous　body　of　research　on　the　important　topic

of　the　relatiollship　between　these　two　kinds　of　administrative　unit，　their　relationship　has

yet　to　be　made　fully　clear．　It　seems　that　not　enough　work　has　been　directed　at　analyzing

∫ατoand〃2μrαfor　differences　over　time　and　between　historical　materials．

Afocus　on　changes　over　time　highlights　the　initial　emergence　of　mμ，αin　regional　areas

followed　by　the　creation　of∫α’o　as　an　administrative　unit　comprising　fifty　households．　At

this　stageぷα’o　andη2μrαexist　alongside　one　another．　This　condition　is　recorded　variously

in　historical　records．　As　a　result，　the　relationship　between　the　two　grew　urlclear．

There　is　a　need　to　examine　historical　records　by　type　to　discover　the　instances　in　which

％Mis　used　to　name　regional　locations　in　ancient　written　materials．　Dividing　ancient　written

materials　into　three　categories－official　histories，　Ritsuryo　administrative　records，　other

non－administrative　materials－we　find七hat励γαappears　most　frequently　in　the　third　of

these　categories．　To　the　extent　this　analysis　reveals　features　common　to　the　use　of　the

word励rαin　the　materials，　these　features　can　be　regarded　as　characteristics　of　mμrα．

Moreover，　these　characteristics　can　be　understood　as　the　basis　of　the　widespread　use　of　the

word〃2μγα．

Analysis　of　materials　along　the　above　lines　led　to　the　following　conclusion：

The　word功〃rαrefers　to　a　place　or　territory．　This　characteristic　use　of　the　word　served　to

supplement　the　Ritsuryo　administrative　apparatus　based　on顧η」，んor匡，　andぷα’o．　Moreover，

it　is　probable　the　use　and　elevation　of％アαas　a　new　administrative　unit　were　encouraged

by　examples　set　by醐M　in　regions　of　former　capitals　and　detached　palaces，　by　large－scale

励rαin　outlying　regions，　and　by　Fukami％m，　whose　territory　marker　unearthed　at　the

Kamo　site　in　Ishikawa　Prefecture　represents　the　oldest　known　edict．

In　recent　years　it　has　been　speculated　that　regional　names　appearing　in　written　materials

unearthed　in　areas　of　Japan　are　closely　tied　toημアα．　The　rlext　stage　of　research　will　use

these　as　powerful　clues　in　the　effort　to　understand　the　nature　and　formative　principles　of

mμMcollectivities，　about　which　we　possess　so　few　historical　records．
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